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２
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梗
概 

高
校
生
の
森
田
和
真
（1

6

）
は
コ
ン
ビ
ニ
店
員
と
し

て
働
く
父
光
太
郎
（4

6

）
を
毛
嫌
い
し
て
い
た
。 

し
か
し
新
法
案"

背
番
号
法"

に
よ
っ
て
男
性
器
の
サ

イ
ズ
の
表
示
が
義
務
化
さ
れ
た
こ
と
で
和
真
の
日
常

は
一
変
す
る
。
背
番
号
（
男
性
器
の
サ
イ
ズ
）
に
よ

る
偏
見
が
生
ま
れ
、
大
き
な
背
番
号
を
つ
け
た
和
真

は
学
校
内
で
一
目
置
か
れ
る
。 

光
太
郎
も
ま
た
大
き
な
背
番
号
だ
っ
た
た
め
に
脚
光

を
浴
び
、
コ
ン
ビ
ニ
店
員
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー

へ
と
成
り
上
が
る
。
変
貌
を
遂
げ
た
父
の
姿
を
和
真

は
誇
ら
し
く
思
い
、
途
絶
え
て
い
た
親
子
の
交
流
が

甦
る
。 

背
番
号
の
恩
恵
を
預
か
り
春
を
謳
歌
す
る
二
人
だ
っ

た
が
、
和
真
は
周
り
か
ら
背
番
号
で
し
か
判
断
さ
れ

な
い
こ
と
に
嫌
気
が
差
し
て
い
く
。
そ
ん
な
和
真
を

よ
そ
に
光
太
郎
は
さ
ら
に
増
長
す
る
。 



や
が
て
背
番
号
法
廃
止
の
声
が
高
ま
る
。
光
太
郎
は

世
間
へ
「
背
番
号
の
お
か
げ
で
息
子
か
ら
尊
敬
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
訴
え
、
廃
止
に
よ
っ
て
和
真

と
の
関
係
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
危
惧
す
る
。 

和
真
も
ま
た
世
間
へ
訴
え
る
。
コ
ン
ビ
ニ
で
働
く
父

を
拒
絶
し
て
い
た
こ
と
を
悔
い
、
「
誰
よ
り
も
偏
見

を
持
っ
て
い
た
の
は
自
分
だ
っ
た
。
背
番
号
が
な
く

て
も
父
を
誇
り
に
思
う
」
と
光
太
郎
へ
の
思
い
を
滲

ま
せ
る
。 

こ
う
し
て
背
番
号
法
は
廃
止
さ
れ
る
。
す
べ
て
が
元

通
り
に
な
っ
た
世
界
で
、
和
真
は
父
と
の
絆
を
手
に

し
た
の
だ
っ
た
。 
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光
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佐
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椎
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萌
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○ 

森
田
家
・

リ
ビ
ン
グ
（
朝
） 

 
 

制
服

を
着
た
森
田
和
真
（1

6

）
、
や
っ
て
く
る
。

※
以
下
映
像
に
は
和
真
の
背
中

が
映
ら
な
い
よ
う
に

す
る
。 

 
 

母
親

の
さ
や
か
（4

0

）
が

台
所
で
料
理

し
て
い

る
。 

 
 

 
 

和
真
、
食
器
棚

か
ら
茶
碗

を
出
す
。 

さ
や
か
「
（
気
づ
い
て
）
お
は
よ
」 

 
 

和
真
、
炊
飯
器

か
ら
ご
飯

を
よ
そ
う
。 

 
 

さ
や
か
、

和
真

の
背
中
を
じ
っ
と
見

つ
め
る
。 

さ
や
か
「

割
と
イ
ケ

て
ん
じ
ゃ
ん
」 

和
真
「…

」 

さ
や
か
「

学
ラ
ン
だ
け
じ
ゃ
な
く
下
の
シ
ャ
ツ
に
も

ち
ゃ
ん
と
つ
け
た
で
し
ょ
」 

和
真
「
（
め
ん
ど
く
さ
い

）
う
ん
」 

さ
や
か
「
（
怪
し
い
）
ど
れ
。
み
せ
て
み
」 

和
真
「
つ
け
た
っ
て
」 

 
 

和
真
、
箸

と
茶
碗
を
手
に

テ
ー
ブ
ル

に
つ
く
。 

 
 

ご
飯

に
ふ
り
か
け
を
か
け
る
。 

さ
や
か
「
つ
け
な
い
と
警
察
に

捕
ま
っ
ち
ゃ
う
ん
だ
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か
ら
。
テ
レ
ビ

で
い
っ
て
た
よ
。
捕
ま
っ
ち
ゃ
う
っ

て
」 

和
真
「…

」 

さ
や
か
「

パ
パ
も
ち
ゃ
ん
と
つ
け
て

出
か
け
て
っ
た

ん
だ
か
ら
」 

和
真
「
つ
け
た
っ
て
い
っ
て
ん
だ
ろ
」 

 

○ 

道 

 
 

和
真
、
歩

い
て
い
る
。 

 
 

道
行

く
人
々
。 

 
 

男
の
み
上
着
や

シ
ャ
ツ
の

背
中
に
ゼ
ッ
ケ
ン

が

貼
ら
れ
て
い
る
。 

 
 

ゼ
ッ
ケ
ン

に
は

数
字
が
刻

ま
れ
て
い
る
。
人
に

よ
っ
て
違

う
が

1
0

か
ら

1
5

が

多
い
。
た
ま
に

8

や

9

。
フ
ォ
ン
ト
カ
ラ
ー
は
黒
。 

 

○ 

電
車
内 

 
 

和
真
、
乗

っ
て
い
る
。 

 
 

や
は
り
男
た
ち
の
上
着
や

シ
ャ
ツ
に

ゼ
ッ
ケ
ン
。

数
字
は

1
0

か
ら

1
5

が
多
い
。 
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女
子
高
生

が
二
人
、

こ
そ
こ
そ

話
し
て
い
る
。 

 
 

和
真
、
二
人
に

視
線
を
や
る
。 

 
 

二
人
、
和
真
と

目
が
合
う
と
、
く
す
く
す
と

笑

う
。 

和
真
「
（
気
ま
ず
い
）
」 

 

○ 

高
校
・
教
室 

 
 

和
真
、
や
っ
て
く
る
。 

 
 

和
真
、
窓
際
の

席
に
つ
く
。 

 
 

男
子

は
皆
、
背
中
に
ゼ
ッ
ケ
ン
。 

 
 

室
内

の
空
気
が

何
と
な
く

重
い
。
皆
周

り
の
様

子
を
探
っ
て
い
る
。 

声
「1

8

が
い
た
ぞ
！
」 

声
「
し
か
も
銅
だ
！
」 

 
 

和
真
、
声

に
反
応
す
る
。 

 
 

男
子

1

が
廊
下
か
ら
教
室

を
の
ぞ
き

込
ん
で
、

和
真
を
指

さ
し
て
叫

ん
で
い
る
。 

 
 

映
像

に
和
真
の

背
中
が
映

し
出
さ
れ
る
。 

 
 

ゼ
ッ
ケ
ン

に
刻

ま
れ
た
数
字
は

1
8

。
数
字
の
フ

ォ
ン
ト
カ
ラ
ー

は
銅
。 
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教
室

の
廊
下
に

他
の
生
徒

た
ち
が
集

ま
っ
て
き

て
、
和
真

に
視
線
を

送
る
。 

女
子

1

「
誰
？
」 

男
子

2

「
学
年
一
目
立
た
な
い
男
だ
」 

 
 

和
真
、
思

わ
ず

手
で
背
中

を
隠
す
。 

い

か

つ

い

声

「

ジ

ャ

マ

だ

！ 

自

分

の

教

室

に

帰

れ
！
」 

 
 

担
任

の
男
、
廊
下
の
生
徒

た
ち
を
押

し
の
け
て

教
室
へ
入

っ
て
く
る
。
背
番
号

は
9

。
黒
。 

担
任
「
静

か
に
！
」 

 
 

生
徒

た
ち
、
騒

ぐ
の
を
や
め
、

席
に
つ
く
。 

 
 

担
任
、
教
壇
に

立
つ
。 

担
任
「
み
ん
な
も
知

っ
て
の
通

り
今
日
か
ら

法
律
で

男
子
に
は

ゼ
ッ
ケ
ン

の
着
用
が

義
務
付
け
ら
れ
た
。

今
一
度
こ
の
法
律
の

主
旨
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め

一
緒
に
中
身
を
確
認

し
て
い
く
」 

 
 

担
任
、
プ
リ
ン
ト
を
配
る
。 

 
 

生
徒
、
プ
リ
ン
ト
を
後
ろ
に
回
し
て
い
く
。 

 
 

プ
リ
ン
ト

に
は"

背
番
号
法

の

ガ
イ
ド

ラ
イ
ン"

と
書
か
れ
て
い
る
。 
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担
任
「
（
プ
リ
ン
ト

を

読
み
上
げ
る
）"

特
別
情
報
開

示
に
関
す
る
法
律"

通
称"

背
番
号
法"

が
成
立
し
、
本

日

4

月

2
0

日
よ
り

日
本
全
国

で
施
行
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
に
先
立
っ
て

1
5

歳
以
上

の
男
子
を

対
象
に
全

国
一
斉
身
体
測
定
を

実
施
。
男
性
器

の
勃
起
時
に
お

け
る
サ
イ
ズ
を
計
測

し…

」 

 
 

室
内

か
ら
生
徒

た
ち
の
笑

い
声
が
漏

れ
る
。 

 
 

担
任
、
睨

み
つ
け
る
。 

担
任
「
男
性
器

の
勃
起
時

に
お
け
る

サ
イ
ズ

を
計
測

し
、
そ
の

結
果
に
基

づ
い
て
国

か
ら
配
布

さ
れ
た
ゼ

ッ
ケ
ン
の

着
用
が
義
務
化

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
（
男
子
へ
）
み
ん
な
も
身
体
測
定

し
た
な
」 

 

○ 

イ
メ
ー
ジ 

 
 

色
ん
な
長
さ
や

形
の
ち
ん
こ
ち
ゃ
ん
（
ぬ
い
ぐ

る
み
）
が

列
を
な
し
て
い
る
。 

 
 

係
員

1

、
ち
ん
こ
ち
ゃ
ん
を
巻
き
尺

で

計
る
。 

係
員

1

「1
4

」 

 
 

机
に

座
る
係
員

2

、
ペ
ン
で
ゼ
ッ
ケ
ン

に

1
4

と

書
く
。 
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係
員

1

、
次
の
ち
ん
こ
ち
ゃ
ん
を
計

る
。 

係
員

1

「9

」 

 
 

係
員

2

、
ペ
ン
で
ゼ
ッ
ケ
ン
に

9

と
書

く
。 

 
○ 
（
戻

っ
て
）
教

室 

 
 

男
子

た
ち
の
ゼ
ッ
ケ
ン
。 

 
 

そ
れ
ぞ
れ
に
数
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。 

担
任
「
こ
の
法
律
は

衆
議
院
議
員
の
小
林
豊
氏
ら
に

よ

る"

男

性

器

の

サ

イ

ズ

を

社

会

的

ス

テ

ー

タ

ス

に

用
い
る
べ
き
だ"

と
い
う…

」 

 
 

室
内

か
ら
笑
い

声
が
漏
れ
る
。 

担
任
「
そ
こ
！ 

笑

う
な
！
」 

 

 
 

生
徒

た
ち
、
押

し
黙
る
。 

担
任
「
と
い
う

理
念

に
よ
っ
て

作
ら
れ
ま
し
た
。

ゼ

ッ
ケ
ン
を

外
し
た
り

背
番
号
を

偽
造
し
た

場
合
、
最

高
で
懲
役
刑
と
い
う

厳
し
い
処
罰
が
下
り
ま
す
。（

生

徒
へ
）
い
い
な
。
違
反
す
る
と

退
学
だ
ぞ
」 

担
任
「
（
プ
リ
ン
ト
を

読
む
）
最
後
に
背
番
号

の
色
に

つ
い
て
。

ゼ
ッ
ケ
ン

の
数
字
に
は
色
付
き
の
も
の
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

形
、
色
つ
や
、

肌
触

り
の
い
い
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男
性
器
に

対
し
て
特
別
に
与
え
る
も
の
で
、
金
、
銀
、

銅
の
三
ラ
ン
ク

が
あ
り
ま
す
」 

和
真
「…

」 

 
 

和
真

の
銅
の
背
番
号

が
窓

か
ら
差
し

込
む
日
差

し
に
照
ら
さ
れ
る
。 

 

○ 

同
・
教
室
（
休

み
時
間
） 

 
 

黒
板

の
日
直
欄

に
森
田
の

名
前
。 

 
 

和
真
、
教
壇
で

黒
板
を
消

し
て
い
る
。 

 
 

愛
菜
（1

6

）
と
萌
香
（1

6

）
、
教
室
の

隅
で
男
子

た
ち
を
観
察
し
て
い
る
。 

愛
菜
「
ま
っ
た
く
お
か
し
な
法
律
で
す
ね
え
」 

萌
香
「
い
や
は
や
目

の
や
り
ど
こ
ろ
に
困

り
ま
す
」 

 
 

じ
ゃ
れ
あ
う
陽

キ
ャ
の
イ
ケ
メ
ン
た
ち
。 

 
 

背
番
号
は

9

や

1
0

。
全
体
的

に
数
字

が
小
さ

め
。 

 
 

隅
っ
こ
に

固
ま
る
陰
キ
ャ

た
ち
。 

 
 

背
番
号
は

1
4

や

1
5

。
全
体
的

に
数
字

が
大
き

め
。 

愛
菜
「
ほ
ぅ
。

イ
ケ
メ
ン

は
サ
イ
ズ

が
小

さ
い
と
い
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う
説
は
正

し
い
よ
う
で
す
な
」 

萌
香
「
そ
う
で
す
な
」 

愛
菜
「
ネ
ッ
ト

情
報

に
よ
る
と

日
本
男
子

の
平
均
サ

イ
ズ
は
約

1
3

セ
ン
チ
。

私
の

調
査
の
結
果

こ
の
ク

ラ
ス
の
平
均
は
」 

萌
香
「1

4
.5

で
す
よ
ね
え
」 

愛
菜
「
で
す
ね
え
。
そ
し
て
平
均
を
押
し

上
げ
て
い

る
の
は
」 

 
 

二
人
、
黒
板
を

消
す
和
真

の
背
中
を
じ
っ
と

見

る
。 

和
真
「
（
視
線

を
感
じ
る
）…

」 

 

○ 

帰
り

道
（
夕
） 

 
 

和
真
、
通
行
人

の
背
番
号

を
ち
ら
ち
ら

見
る
。 

 
 

数
字
は

1
0

か
ら

1
5

ば
か
り
。
色

は
黒

ば
か
り
。 

 
 

通
行
人
た
ち
、

和
真
と
す
れ
違
う
度
、 

通
行
人

1
 

「1
8

」 

通
行
人

2

「
銅
」 

通
行
人

3

「1
8

の
銅
」 

 
 

と
感
嘆
の
声
を

漏
ら
す
。 
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和
真
、
思

わ
ず

足
早
に
な
る
。 

 

 

○ 

森
田
家
・

リ
ビ
ン
グ
（
夜
） 

 
 

和
真

と
さ
や
か
、
夕
飯
を

食
べ
て
い
る
。 

さ
や
か
「
あ
ん
た
、

今
日
ど
う
だ
っ
た
？
」 

和
真
「…
ど
う
っ
て
？
」 

さ
や
か
「
ど
う
っ
て

銅
の
こ
と
じ
ゃ
な
い
よ
。
ほ
ら

あ
ん
た
銅

じ
ゃ
ん
。
そ
う
じ
ゃ
な
く
て
。
や
だ
も
ー

何
い
っ
て
ん
だ
ろ
（
と
焦
る
）
」 

和
真
「…

」 

さ
や
か
「
い
や
さ
、

友
達
に
あ
ん
た
の
話

し
た
ら
び

っ
く
り
さ
れ
ち
ゃ
っ
て
。

知
ら
な
か
っ
た
ん
だ
け
ど

1
8

っ
て
結
構
な
数
な
の
ね
。1

3

と

1
4

だ
っ
て
さ
。

友
達
の
子
供
」 

和
真
「…

息
子
に
聞

か
せ
る
話

じ
ゃ
な
い
だ
ろ
」 

さ
や
か
「

息
子
っ
て
。
や
だ
も
ー
。

変
な

想
像
し
ち

ゃ
っ
た
じ
ゃ
ん
（
と

照
れ
る
）
」 

和
真
「…

」 

 
 

玄
関

で
音
が
す
る
。 

さ
や
か
「

パ
パ
帰
っ
て
き
た
」 
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和
真
、
食
器
を

手
に
し
て

立
つ
。 

和
真
「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」 

さ
や
か
「
ま
た
そ
う
や
っ
て
」 

和
真
「
何

だ
よ
」 

さ
や
か
「

息
子
に
シ
カ
ト

さ
れ

続
け
て
パ
パ

寂
し
い

っ
て
よ
。
あ
息
子
っ
て
あ
ん
た
の
こ
と
ね
。
ふ
ふ
ふ

（
と
笑
う
）
」 

和
真
「…

」 

 

○ 

同
・
部
屋 

 
 

和
真
、
学
校
で

配
ら
れ
た

プ
リ
ン
ト

を
見
て
い

る
。 

 
 

衆
議
院
議
員
小
林
豊
（5

0

）
の
顔
写
真

と
共
に

コ
メ
ン
ト

が
載
っ
て
い
る
。 

和
真
「
（
読
む
）
男
性
器
は
ス
テ
ー
タ
ス
。
可
視
化
す

る
こ
と
で
、
容
姿
、
職
業
、
収
入
の
よ
う
に

社
会
的

ス
テ
ー
タ
ス
に
な
り
ま
す…

」 

 

○ 

小
学
校
・
教
室
（
回
想
） 

 
 

7

歳
の
和
真
、
作
文

を
発
表
し
て
い
る
。 
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和
真
「
（
得
意

げ
に
）
僕
の
お
父

さ
ん
は
コ
ン
ビ
ニ

の

店
員
さ
ん
で
す
。
余

っ
た
お
に
ぎ
り
を
た
く
さ
ん

持

っ
て
帰
っ
て
き
て
く
れ
る
か
ら

大
好
き
で
す
」 

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
「
和
真
の
父
ち
ゃ
ん
は
ア
ル
バ
イ
ト

だ
！
」 

 
 

室
内

か
ら
笑
い

声
が
起
き
る
。 

 
 

和
真
、
き
ょ
と
ん
と

立
ち

尽
く
す
。 

 

○ 

（
戻

っ
て
）
部
屋 

和
真
「…

」 

 

○ 

同
・
洗
面
所 

 
 

和
真
、
洗
面
台

の
前
に
立

っ
て
い
る
。 

 
 

和
真
、
背
番
号

を
鏡
に
映

す
。 

和
真
「
（
満
更

で
も
な
い
）
」 

 
 

和
真
、
歯

ブ
ラ
シ
を
取
る
。 

 
 

和
真
、
歯
磨
き

粉
を
つ
け
て
歯
を
み
が
く
。 

 
 

風
呂
場
か
ら
野
太
い
鼻
歌
。 

声
「
♪
紅

に
染
ま
っ
た
こ
の
俺

を
慰
め
る

奴
は
も
う

い
な
い…

」 
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和
真
「…

」 

 
 

和
真
、
足
下
を

見
下
ろ
す
。 

 
 

和
真
、
脱

ぎ
捨

て
ら
れ
た

パ
ン
ツ
を

踏
ん
で
い

る
。 

和
真
「
げ
」 

 
 

和
真
、
パ
ン
ツ

を
蹴
飛
ば
す
。 

 
 

そ
の

先
に
洗
濯

カ
ゴ
。
脱

ぎ
捨
て
ら
れ
た
衣
類

の
奥
か
ら

ゼ
ッ
ケ
ン

の
端
が
ち
ら
と

見
え
る
。 

和
真
「
（
見
て
）…

」 

 
 

和
真
、
風
呂
場

を
窺
い
つ
つ
、

ゼ
ッ
ケ
ン
を
覆

っ
て
い
る

ズ
ボ
ン
を

指
で
つ
ま
み
あ
げ
る
。 

和
真
「
（
息
を
の
む
）
」 

 
 

姿
を

現
し
た
ゼ
ッ
ケ
ン
。 

 
 

刻
ま
れ
た

背
番
号
は

2
1

。
金
。 

 

○ 

タ
イ
ト
ル 

 

○ 

高
校
・
教
室
（
翌
日
） 

 
 

黒

板

に

チ

ョ

ー

ク

で"

お

ち

ん

ち

ん

ラ

ン

キ

ン

グ"

。 
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"

田
中"

、"

吉
岡"

、
な
ど

1
0

位

か
ら

2

位
ま
で

の
名
前
が

書
か
れ
て
い
る
。 

 
 

黒
板

の
前
に
群

が
る
男
子

た
ち
。 

 
 

和
真
、
一
人
机

で
気
ま
ず
そ
う
に
し
て
い
る
。 

 
 

男
子

3

、
チ
ョ
ー
ク

を
手
に
し
て
、 

男
子

3

「
学
年

1

の
お
ち
ん
ち
ん
は
こ
の

男

だ
！
」 

 
 

"

森
田
和
真"
と
デ
カ
デ
カ

と
書

く
。 

 
 

男
子

4

、
名
前
の
横
に
デ
カ
チ
ン

の
絵

を
書
く
。 

男
子

4

「
（
和
真

へ
）

森
田
、
お

前
の

息
子
」 

 
 

和
真
、
た
ま
ら
ず
立
ち
上

が
る
。 

 
 

和
真
、
教
壇
に

上
が
り
、

デ
カ
チ
ン

の
絵
を
消

し
は
じ
め
る
。 

和
真
「
（
ふ
と

視
線
を
感
じ
）…

」 

 
 

和
真
、
振

り
返

る
。 

 
 

生
徒

た
ち
、
和
真
の
背
中

を
凝
視
し
て
い
る
。 

 
 

和
真
、
逃

げ
る
よ
う
に
教
壇
か
ら
降

り
る
。 

男
子

3

「
続
い
て
学
年
ワ
ー
ス
ト

1

位
を
発
表
！
」 

 
 

男
子

3

、
チ
ョ
ー
ク

を
動
か
し

始
め
る
。 

 
 

黒
板

を
見
る
生
徒
た
ち
、
ざ
わ
め
く
。 
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○ 

同
・
隣
の
教
室
（
昼
休
み
） 

 
 

石
毛
聡
太
（1

6

）
と

佐
藤
結
衣
（1

6

）
、
仲
良

く

机
を
く
っ
つ
け
て
い
る
。 

 
 

石
毛
、
壁
側
に

座
っ
て
い
て
ゼ
ッ
ケ
ン

が
見
え

な
い
。 

 
 

石
毛

の
机
に
は

可
愛
ら
し
い
弁
当
箱
。 

 
 

石
毛
、
フ
タ
を

開
け
る
と

、
結
衣
の

手
作
り
弁

当
。 

石
毛
「
お
ー
（
と
感
動
）
」 

結
衣
「
（
甘
え
る
）
今
日
は
聡
太

の
大
好
き
な

唐
揚
げ

に
し
た
よ
」 

 
 

石
毛
、
ス
マ
ホ

を
手
に
し
、
弁
当
箱

に
カ
メ
ラ

を
向
け
る
。 

 
 

結
衣

も
ス
マ
ホ

を
手
に
し
、
そ
ん
な

石
毛
に
カ

メ
ラ
を
向

け
る
。 

 
 

石
毛

と
結
衣
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
す
。 

 
 

二
人
、
イ
ン
ス
タ
を
開
く
。 

 
 

石
毛

の
ホ
ー
ム

画
面
に
結
衣
と
の
写
真

や
手
作

り
弁
当
の

写
真
。 

 
 

フ
ォ
ロ
ワ
ー
数

は

2

万
。 
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石
毛
、
撮

っ
た

写
真
を
投
稿
。 

 
 

結
衣

の
ホ
ー
ム

画
面
に
自
撮
り
写
真

や
石
毛
と

の
写
真
。 

 
 

フ
ォ
ロ
ワ
ー
数

は

1

万
。 

 
 

結
衣
、
撮

っ
た

写
真
を
投
稿
。 

結
衣
「
（
ス
マ
ホ
を
し
ま
う
）
じ
ゃ
、

食
べ
よ
っ
か
」 

石
毛
「
い
た
だ
き
ま
す
」 

 

○ 

同
・
廊
下 

 
 

大
勢

の
生
徒
た
ち
が

石
毛

の
様
子
を

窺
っ
て
い

る
。 

 
 

和
真

の
姿
も
あ
る
。 

女
子

2

「
見
え
る
？
」 

女
子

3

「
う
う
ん
」 

 

○ 

同
・
隣
の
教
室 

 
 

石
毛

と
結
衣
、
食
べ
終
わ
る
。 

 
 

石
毛
、
空

に
な
っ
た

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

を
持
っ
て

い
る
。 

石
毛
「
（
廊
下

の
人
だ
か
り
を

見

て
）…

」 
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石
毛
、
壁

に
張

り
つ
い
た
ま
ま

動
か
な
い
。 

 
 

結
衣
、
立

ち
上

が
る
。 

結
衣
「
（
察
し
て
）
捨
て
て
き
て
あ
げ
る
」 

石
毛
「
い
い
よ
」 

結
衣
「
い
い
か
ら
」 

石
毛
「
自
分
で
捨
て
る
（
と
立

つ
）
」 

 
 

石
毛
、
ゴ
ミ
箱

の
あ
る
ド
ア
の
前
ま
で
い
く
。 

 
 

露
わ
に
な
っ
た

背
番
号
。 

 
 

ゼ
ッ
ケ
ン

に
刻

ま
れ
た
数
字
は

4

。
黒
。 

 

○ 

同
・
廊
下 

 
 

あ
然

と
す
る
生
徒
た
ち
。 

女
子

2

「4
…

」 

男
子

5

「
キ
ュ
ー
ピ
ー
じ
ゃ
ん
」 

和
真
「…

」 

男
子

6

「
森
田
。
格

の
違
い
を
見
せ
つ
け
て
や
れ
」 

和
真
「
え
？
」 

 
 

生
徒

た
ち
、
和
真
を
教
室

へ
押
し
込

む
。 

和
真
「
ち
ょ
っ…

」 
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○ 

同
・
隣
の
教
室 

 
 

押
さ
れ
た

和
真
、
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
、

転
ん
だ

拍
子
に
石
毛
と
ぶ
つ
か
る
。 

和
真
「
あ
」 

石
毛
「
（
和
真

を
見
て
）

何
だ
よ
」 

和
真
「…
す
い
ま
せ
ん
」 

石
毛
「
（
舌
打

ち
）
」 

 
 

結
衣
、
や
っ
て
く
る
。 

結
衣
「
何

し
て
ん
の
？
」 

石
毛
「…

コ
イ
ツ
が
勝
手

に
ぶ
つ
か
っ
て
き
た
ん
だ
」 

 
 

結
衣
、
和
真
の

背
番
号
に

目
を
奪
わ
れ
る
。 

 
 

和
真
、
結
衣
の

視
線
に
気

づ
く
。 

結
衣
「
（
ふ
ん
っ
）
」 

 
 

結
衣
、
和
真
に

背
を
向
け
る
。 

 

○ 

同
・
廊
下 

 
 

愛
菜

と
萌
香
、
教
室
内
の

三
人
を
眺

め
て
、 

愛
菜
「
こ
れ
は

一
波
乱
あ
り
そ
う
で
す
ね
え
」 

萌
香
「
あ
り
そ
う
で
す
ね
え
」 
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○ 

同
・

グ
ラ
ウ
ン
ド
風
景 

 
 

男
子

た
ち
、
授
業
で
サ
ッ
カ
ー

を
し
て
い
る
。 

 
 

教
師
、
ホ
イ
ッ
ス
ル

を
吹

く
。 

教
師
「
（
怒
鳴

る
）1

3

番
！ 

こ
い
！
」 

 
 

四
人

く
ら
い
の

男
子
が
反
応
す
る
。 

 

○ 

同
・
教
室
（
放
課
後
） 

 
 

和
真
、
帰

り
支
度
を
し
て
い
る
。 

 
 

男
子

1

、
廊
下
か
ら

飛
び
込
ん
で
く
る
。 

男
子

1

「
金
の

2
1

だ

ァ
！
」 

 
 

室
内

が
ざ
わ
つ
く
。 

男
子

6

「
金
の

2
1

だ
と
？
！
」 

男
子

4

「
ど
こ
だ
！ 

ど
こ
に
い
る
！
」 

男
子

1

「
（
息

を
切
ら
し
て
）
コ
ン
ビ
ニ
の
お
っ
さ
ん

な
ん
だ
け
ど
、

ク
ラ
ス
の
奴
が

目
撃
し
た
っ
て
」 

 
 

和
真
、
そ
わ
そ
わ
し
だ
す
。 

男
子

2

「
お
い
。
こ
れ
か
ら
そ
の
コ
ン
ビ
ニ

寄
っ
て

い
こ
う
ぜ
」 

男
子

4

「
森
田

も
こ
い
よ
」 

和
真
「
え
」 
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男
子

5

「
お
前
と
い
る
と

映
え
る
ん
だ
よ
」 

和
真
「…

い
や
、
ち
ょ
っ
と
」 

 

○ 

コ
ン
ビ
ニ

前 

 
 

男
子

2

、3

、4

、5

、6

、
店
内

を
の
ぞ
き
込
ん

で
い
る
。 

 
 

そ
の

後
ろ
で
和
真
、
不
安

げ
。 

 
 

店
内

で
和
真
の

父
光
太
郎
（4

6

）
が

レ
ジ
打
ち

を
し
て
い
る
。 

和
真
「
（
光
太
郎
を
見
て
）…

」 

 

○ 

森
田
家
・
和
真

の
部
屋
（
回
想
） 

 
 

1
3

歳

の
和
真
、
勉
強
机
で
ふ
さ
ぎ
込

ん
で
い
る
。 

 
 

ア
ウ
ト
ド
ア
の

格
好
を
し
た
光
太
郎
、

や
っ
て

き
て
、 

光
太
郎
「
何
だ
和
真
。
早

く
出

か
け
る
支
度

を
し
な

い
か
」 

和
真
「
（
キ
レ

る
）
死

ね
よ
！ 

父
親
が
バ
イ
ト
な
ん

て
恥
ず
か
し
く
て
外
歩
け
ね
え
ん
だ
よ
！
」 

光
太
郎
「…

」 
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○ 

（
戻

っ
て
）
コ
ン
ビ
ニ
前 

和
真
「…

」 
 

 
○ 
コ
ン
ビ
ニ
・
店
内 

 
 

レ
ジ

の
前
に
男
子

2

、3

、4

、5

、6

。 

 
 

少
し

離
れ
た
と
こ
ろ
に
和
真
。 

 
 

レ
ジ
カ
ウ
ン
タ
ー
に
光
太
郎
。 

 
 

が
、

正
面
か
ら
で
は

ゼ
ッ
ケ
ン
が
見

え
な
い
。 

男
子

2

「
（
目
敏

く
）

切
手
一
枚

く
だ
さ
い
」 

 
 

光
太
郎
、
切
手

を
取
る
た
め
カ
ウ
ン
タ
ー
に
背

を
向
け
る
。
ゼ
ッ
ケ
ン
に
刻
ま
れ
た

金
の

2
1

。 

男
子
た
ち
「
（

大
興
奮
）
」 

 
 

光
太
郎
、

カ
ウ
ン
タ
ー
に

戻
る
。 

光
太
郎
「
一
円

に
な
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
よ
ろ
し

い
で
す
か
？
」 

 

 
 

光
太
郎
、
切
手

を
差
し
出

す
。 

 
 

光
太
郎
、
和
真

が
い
る
の
に
気
づ
く
。 

光
太
郎
「
（
驚

く
）
和
真
、
ど
う
し
て
こ
こ
に
」 

和
真
「
（
気
ま
ず
い
）…

別
に
」 
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光
太
郎
「
学
校
帰
り
か
？
」 

和
真
「…

」 

男
子

4

「
（
和
真

へ
）
え
、
お
前
、
金
の

2
1

の

息
子
？
」 

和
真
「
（
口
ご
も
る
）
息
子
っ
て
い
う
か…

」 
男
子

3
「
お
前
、
す
げ
ー
な
！
」 

和
真
「
え
？
」 

男
子

6

「
（
光
太
郎

へ
）
一
緒
に

写
真
撮
っ
て
く
だ
さ

い
！
」 

 
 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

 
 

男
子

た
ち
、
光
太
郎

と
写
真
を
撮
っ
て
い
る
。 

 
 

和
真
、
そ
の
様
子
を
不
思
議

そ
う
に
見

て
い
る
。 

男
子

2

「
（
ス
マ
ホ

を
い
じ
り
）
し
ゃ
ー
！ 
イ
ン
ス

タ
に
投
稿
！ 

バ
ズ

っ
た
！
」 

男
子

4

「
早
く
ね
？
」 

男
子

5

「
俺

T
w

itte
r

！ 

バ
ズ
っ
た
！
」 

男
子

4

「
だ
か
ら
早
く
ね
？
」 

 
 

男
子

た
ち
の
は
し
ゃ
ぎ
っ
ぷ
り
に
、 

和
真
「
（
笑
み
が
こ
ぼ
れ
る
）
」 

 

○ 

ラ
ー
メ
ン

屋
・
店
内
（
夜
） 
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和
真

と
光
太
郎
、
テ
ー
ブ
ル
席
で
ラ
ー
メ
ン

を

食
べ
て
い
る
。 

光
太
郎
「
し
か

し
お
前
と
外
食
な
ん
て
い
つ
ぶ
り
だ
」 

和
真
「…

」 
光
太
郎
「
（
嬉

し
い
）
こ
ん
な
日

が
く
る
と
は
な
。
頑

張
っ
て
生

き
て
れ
ば
い
い
こ
と
も
あ
る
っ
て
こ
と
だ
」 

和
真
「…

大
げ
さ
だ
よ
」 

光
太
郎
「

そ
う
だ
。

マ
マ
に
は

連
絡
入
れ
て
く
れ
た

か
？
」 

和
真
「
忘

れ
て
た
」 

 
 

カ
ウ
ン
タ
ー
席

に
チ
ン
ピ
ラ

1

。
背
番
号

7

。 

 
 

チ
ン
ピ
ラ

1

、
大
声

で
電
話
し
て
い
る
。 

チ
ン
ピ
ラ

1

「
兄
貴
、
も
う
着
き
ま
し
た
！ 

は
い
！

（
と
電
話

を
切
る
）
」 

チ
ン
ピ
ラ

1

「
（
店
員

へ
）
お
い
、
ビ
ー
ル

ま
だ
か
！ 

遅
え
ぞ
！
」 

 
 

和
真

と
光
太
郎
、
チ
ン
ピ
ラ

1

と
目

が
合
う
。 

 
 

二
人
、
急

い
で

目
を
そ
ら
す
。 

 
 

チ
ン
ピ
ラ

1

、
テ
ー
ブ
ル

に
近
づ
い
て
き
て
、 

チ
ン
ピ
ラ

1

「
何
見
て
ん
だ
？
」 
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光
太
郎
「

す
み
ま
せ
ん
」 

チ
ン
ピ
ラ

1

「
あ
？
」 

光
太
郎
「

す
み
ま
せ
ん
」 

 
 

チ
ン
ピ
ラ

1

、
光
太
郎
の

背
番
号
を
ち
ら
り
と

見
る
。 

 
 

チ
ン
ピ
ラ

1

、
カ
ウ
ン
タ
ー
に
戻
る
と

椅
子
を

蹴
る
。 

チ
ン
ピ
ラ

1

「
ク
ソ
が
っ
」 

 
 

和
真
、
ス
マ
ホ

を
い
じ
る
。 

和
真
「
食

べ
て
く
る
っ
て

メ
ー
ル
し
と
い
た
」 

光
太
郎
「
悪
い
な
」 

和
真
「
こ
れ
」 

 
 

和
真
、
ス
マ
ホ

画
面
を
光
太
郎

に
見

せ
る
。 

 
 

画
面

に
は
振
り

向
き
様
の

光
太
郎
。
金

の

2
1

の

背
番
号
が
で
か
で
か
と
映
っ
て
い
る
。 

和
真
「
さ
っ
き
の

写
真
。T

w
itte

r

で
バ
ズ

っ
て
る
」 

光
太
郎
「

あ
れ
だ
ろ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ー
っ
て

奴
だ
」 

和
真
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
だ
け
ど
」 

光
太
郎
「

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ー

じ
ゃ
病
気

に
な
っ
ち
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ゃ
う
か
（
と
笑
う
）
」 

和
真
「…

」 

光
太
郎
「

そ
う
か
。

俺
の
背
番
号
は
人
気

か
。
じ
ゃ

こ
れ
か
ら
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
で
食
っ
て
い
く
か

な
。
な
ん
て
な
」 

 
 

チ
ン
ピ
ラ

2

と

チ
ン
ピ
ラ

3

、
店
内

へ
入
っ
て

く
る
。 

チ
ン
ピ
ラ

3

「
お
う
！
」 

チ
ン
ピ
ラ

1

「
兄
貴
、
お
先
頂
い
て
ま
す
！
」 

 
 

和
真
、
ス
マ
ホ

を
し
ま
う
。 

 
 

和
真
、
ラ
ー
メ
ン
を
す
す
る
。 

光
太
郎
「
（
微
笑
む
）
和
真
。
餃
子
で
も
頼

む
か
」 

和
真
「
（
う
な
ず
く
）
」 

 
 

光
太
郎
、
顔
を
あ
げ
て
カ
ウ
ン
タ
ー

を
見
る
。 

 
 

カ
ウ
ン
タ

ー
席

に
仲
良
く

並
ん
だ
チ
ン
ピ
ラ

た

ち
の
背
番
号
。 

 
 

7

、5

、3

。 

 

○ 

同
・
外 

 
 

和
真

と
光
太
郎
、
ボ
コ
ボ
コ
に
さ
れ
て

地
面
に
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倒
れ
て
い
る
。 

 
 

チ
ン
ピ
ラ

1

、2

、3

、
二
人
を
睨
み
つ
け
る
。 

チ
ン
ピ
ラ

3

「
ナ
メ
く
さ
り
や
が
っ
て
！
」 

 
 

チ
ン
ピ
ラ

た
ち
、
去
っ
て
い
く
。 

 
 

和
真

と
光
太
郎
、
へ
な
へ
な
と

立
ち

上
が
る
。 

光
太
郎
「…
お
い
、

大
丈
夫
か
？
」 

和
真
「
（
体
が
痛
い
）…

親
父
は
？
」 

光
太
郎
「
（
痛
い
）
ど
こ
か

休
め
る
と
こ
ろ
を

探
そ
う
」 

 

○ 

公
園 

 
 

和
真
、
水
道
で

肘
を
洗
っ
て
い
る
。 

 
 

光
太
郎
、

レ
ジ

袋
を
持
っ
て
や
っ
て
く
る
。 

 
 

光
太
郎
、

レ
ジ

袋
か
ら
バ
ン
ド
エ
イ
ド

を
取
り

出
し
て
和
真
に
渡
す
。 

光
太
郎
「

ケ
ン
カ
は

初
め
て
か
？
」 

和
真
「…

ケ
ン
カ
に
し
て
は
一
方
的
過
ぎ
ん
だ
ろ
」 

光
太
郎
「
（
笑

う
）
し
か
し
七
五
三
は
な
い
よ
な
」 

和
真
「
や
め
ろ
よ
。

笑
う
と
体

が
（
と
痛

が
る
）
」 

 
 

光
太
郎
、

レ
ジ

袋
か
ら
缶

ビ
ー
ル
を

二
本
取
り

出
す
。 
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和
真
「…

？
」 

光
太
郎
「

ケ
ン
カ
つ
い
で
に
酒

も
い
っ
と
く
か
。

痛

み
に
効
く
ぞ
」 

和
真
「…

」 

 
 

 
 

 
×

 
 

 
 

×
 

 
 

 
×

 

 
 

和
真

と
光
太
郎
、
缶

ビ
ー
ル
片
手
に

ベ
ン
チ
に

座
っ
て
い
る
。 

光
太
郎
「
学
校

は
楽

し
い
か
？
」 

和
真
「
何

だ
よ
そ
れ
」 

光
太
郎
「
（
笑

う
）
」 

和
真
「
ま
あ
、
ぼ
ち
ぼ
ち
や
っ
て
る
よ
」 

 
 

光
太
郎
、

ビ
ー
ル
を
あ
お
る
。 

 
 

和
真
、
ビ
ー
ル
を
あ
お
る
。
苦
味
で
顔

が
歪
む
。 

光
太
郎
「
知
っ
て
る
か
。

昔
ア
メ
リ
カ
に

禁
酒
法
と

い
う
法
律

が
あ
っ
た
。
法
律
で

酒
が
禁
止

さ
れ
た
か

ら
密
造
酒

を
飲
む
し
か
な
か
っ
た
」 

和
真
「…

」 

光
太
郎
「
そ
の

時
に
暗
躍

し
た
の
が
ア
ル
カ
ポ
ネ

だ
。

酒
の
密
売

に
よ
っ
て

ギ
ャ
ン
グ

た
ち
は
こ
の

世
の
春

を
謳
歌
し
た
。

一
方

で
真
面
目

に
酒
を
販
売

し
て
い
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た
ビ
ー
ル

会
社
は
倒
産
だ
」 

和
真
「…

急
に
世
界
史
の
授
業

か
よ
」 

光
太
郎
「

な
あ
和
真
。
た
っ
た

一
つ
の
ル
ー
ル
で
世

界
が
変
わ
る
。

禁
酒
法
と
同
じ
よ
う
に
こ
の

背
番
号

に
は
そ
ん
な
力
が
あ
る
気
が
し
て
な
ら
な
い
」 

和
真
「…
」 

光
太
郎
「

お
前
も
感

じ
た
は
ず
だ
。

周
り
の

目
が
今

ま
で
と
は
ま
る
で
違

う
の
を
」 

和
真
「…

」 

光
太
郎
「

さ
っ
き
の

チ
ン
ピ
ラ

み
た
い
な

客
が
コ
ン

ビ
ニ
に
は
う
よ
う
よ
し
て
る
。
そ
ん
な
連
中

に
頭
を

下
げ
る
の
は
も
う
ゴ
メ
ン

だ
。
こ
こ
か
ら
は

俺
の
時

代
だ
。
俺

が
ア
ル
カ
ポ
ネ

だ
」 

和
真
「
親
父…

」 

光
太
郎
「

な
ん
て
な
（
と

笑
う
）
」 

 
 

光
太
郎
、

ビ
ー
ル
を
飲
み

干
す
。 

光
太
郎
「
帰
る
か
（
と
立
つ
）
」 

 
 

和
真
、
光
太
郎

の
背
中
を
じ
っ
と
見

る
。 

光
太
郎
「
（
振

り
返
り
）
ど
う
し
た
？
」 

和
真
「…

親
父
の
背
中
が
デ
カ

く
み
え
る
」 
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光
太
郎
「

さ
て
は
酔

っ
て
る
ん
だ
ろ
う
」 

和
真
「
デ
カ
く
て
、

光
っ
て
る
」 

光
太
郎
「
光
っ
て
は
な
い
だ
ろ
う
」 

 
 

光
太
郎
、
和
真

に
背
中
を
じ
っ
く
り

見
せ
る
。 

和
真
「
光

っ
て
る
」 

光
太
郎
「
光
っ
て
る
は
ず
な
い
。
も
う

一
回
見
ろ
（
と

見
せ
る
）
」 

和
真
「
光

っ
て
る
」 

光
太
郎
「

い
や
い
や
、
も
う
一
回
よ
お
く

見
ろ
（
と

見
せ
る
）
」 

 

○ 

椎
名

の
部
屋
（
一
ヶ
月
後
） 

 
 

椎
名

カ
ケ
ル
（3

0

）
、
パ
ソ
コ
ン

の
前

で
一
心
に

キ
ー
ボ
ー
ド
を
叩
い
て
い
る
。

椅
子
の
背

も
た
れ
に

隠
れ
て
背
番
号

は
不
明
。 

 
 

椎
名
、
手

を
休

め
る
。 

 
 

椎
名
、
伸

び
を
す
る
。 

 
 

カ
メ
ラ
、

じ
っ
と
椎
名
を

捉
え
て
い
る
。 

椎
名
「
（
カ
メ
ラ
に
気
づ
い
て
）
あ
。
ど
う
も
」 

 
 

カ
メ
ラ
が
椎
名

に
近
づ
く
。 
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パ
ソ
コ
ン

に
は

動
画
編
集

の
画
面
が

表
示
さ
れ

て
い
る
。
た
く
さ
ん
の
グ
ラ
フ

や
数
字
。 

椎
名
「Y

o
u

T
u

b
e

の
新
作
動
画
、
今
夜
中

に
仕
上
が

り
そ
う
で
す
。
も
う

一
息
で
す
よ
」 

 
 

椎
名
、
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
。 

椎
名
「
（
し
み
じ
み
）
あ
れ
か
ら

一
ヶ

月
で
す
か
」 

 
 

カ
メ
ラ
、

椎
名

の
背
中
を

ズ
ー
ム
で

映
す
。 

 
 

背
も
た
れ
に
隠

れ
て
背
番
号
は
見
え
な
い
。 

椎
名
「
ち
ょ
っ
と
、

何
し
て
る
ん
で
す
か
（
と
慌
て

る
）
」 

 
 

カ
メ
ラ
、

仕
方

な
く
パ
ソ
コ
ン

画
面

を
映
す
。 

椎
名
「
グ
ラ
フ

動
画

で
す
。
ほ
ら
、

人
口

の
推
移
と

か
歴
代
ホ
ー
ム
ラ
ン

数
ラ
ン
キ
ン
グ

と
か

グ
ラ
フ
が

動
い
て
い
く
動
画
。

あ
あ
い
う
の
を

専
門

に
作
っ
て

る
ん
で
す
。
ま
あ
詳

し
く
は
完
成
し
て
か
ら
の
お

楽

し
み
と
い
う
こ
と
で
」 

 
 

カ
メ
ラ
、

仕
方

な
く
椎
名

を
映
す
。 

椎
名
「
さ
て
と
。
で
は
ま
だ
作
業
が
残
っ
て
い
る
の

で
こ
れ
で
（
と

頭
を

下
げ
る
）
」 

 
 

椎
名
、
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
い
作
業
を

始
め
る
。 
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○ 
Y

o
u

T
u

b
e

画
面 

 
 

動
画

の
タ
イ
ト
ル
。
「"

背
番
号

は

2
1

"

に
登
場

す
る
人
物

の
イ
ン
ス
タ
フ
ォ
ロ
ワ
ー

数
の

推
移
」 

 
 

再
生

ボ
タ
ン
が

押
さ
れ
る
。 

 
 

動
画
内
の
画
面
上
に
日
付
。 

 
 

左
端

に
登
場
人
物
た
ち
の

顔
写
真
。 

 
 

顔
写
真
の
横
に

イ
ン
ス
タ
フ
ォ
ロ
ワ
ー

数
が
棒

グ
ラ
フ
で

表
示
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

ラ
ン
キ
ン
グ
形
式
で
、
上

か
ら
、
石
毛
、
フ
ォ

ロ
ワ
ー
数

2

万
。
結
衣

1

万
。
い
ず
れ
も

長
い
棒
グ

ラ
フ
。 

 
 

一
気

に
下
が
っ
て
、
男
子

2

、
男
子

3

、
男
子

4
、

男
子

5

、
チ
ン
ピ
ラ

1

、
愛
菜
、
萌
香
。
ど
れ
も
同
じ

よ
う
な
フ
ォ
ロ
ワ
ー

数
。 

 
 

ド
ベ

は
和
真
。

フ
ォ
ロ
ワ
ー
数

0

。 

 
 

再
生
直
後

に
以
下
の
テ
ロ
ッ
プ

が
出

る
。 

 
 

テ
ロ
ッ
プ
「4

月

2
0

日 

背
番
号
法
施
行
」 

 
 

テ
ロ
ッ
プ

と
共

に
一
枚
の

写
真
。 

 
 

朝
の

新
宿
駅
。

ゼ
ッ
ケ
ン

を
つ
け
た

男
た
ち
の
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通
勤
風
景
。 

 
 

4

月

2
1

日
、2

2

日
、2

3

日
、
と
日
付

が
変
わ

る
ご
と
に

棒
グ
ラ
フ

が
動
き
出

し
、
各
々

の
フ
ォ
ロ

ワ
ー
数
が

微
増
減
を

繰
り
返
す
。 

 
 

4
月

2
4

日
。
和
真
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
が

1
0

0

増

え
る
。
和
真
、
上
位

に
躍
り
出

る
。 

 
 

テ
ロ
ッ
プ
「4
月

2
4

日 

和
真
、
家
族

で
キ
ャ

ン
プ
」 

 
 

テ
ロ
ッ
プ

と
共

に
写
真
。 

 
 

テ
ン
ト
を
建
て
る
光
太
郎

の
姿
。
背
番
号
の
金

の

2
1

が
輝
い
て
い
る
。 

 
 

4

月

2
7

日
。
突
然
、
石
毛

の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
が

3
0

0
0

ほ
ど

減
る
。 

 
 

テ
ロ
ッ
プ
「4

月

2
7

日 

石
毛
と

結
衣
、
破
局
」 

 
 

テ
ロ
ッ
プ

と
共

に
写
真
。 

 
 

昼
休

み
、
別
々

に
弁
当
を

食
べ
る
二
人
。 

 
 

4

月

2
8

日
。
結
衣

の
フ
ォ
ロ
ワ
ー

数
が
増
え

る
。 

 
 

テ
ロ
ッ
プ
「4

月

2
8

日 

結
衣
と

和
真
、
交
際
」 

 
 

テ
ロ
ッ
プ

と
共

に
写
真
。 
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帰
り

道
。
結
衣
と
和
真
、
手

を
つ
な
い
で
い
る
。 

 
 

5

月

3

日
。
突
如
一
番
下

か
ら
光
太
郎

の
顔
写

真
と
棒
グ
ラ
フ

が
す
ご
い
勢
い
で
出
て
く
る
。 

 
 

ご
ぼ
う
抜
き
で

首
位
。
フ
ォ
ロ
ワ
ー

数

3

万
。 

 
 

テ
ロ
ッ
プ
「5

月

3

日 

光
太
郎
、

イ
ン
ス
タ

開
始
」 

 
 

テ
ロ
ッ
プ

と
共

に
写
真
。 

 
 

光
太
郎
の
背
中

の
ア
ッ
プ
。
金
の

2
1

。 

 
 

5

月

4

日
。
石
毛
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー

数
が

5
0

0
0

減

る
。 

 
 

テ
ロ
ッ
プ
「5

月

4

日 

石
毛
、
退
学
処
分
（

ナ

ン
バ
ー
偽
造
）
」 

 
 

テ
ロ
ッ
プ

と
共

に
写
真
。 

 
 

石
毛

の
背
中
。
金
の

2
2

。 

 
 

伸
び

続
け
る
光
太
郎

の
フ
ォ
ロ
ワ
ー

数
。 

 
 

減
り

続
け
る
石
毛
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
。 

 
 

5

月

1
0

日
。
光
太
郎
の

フ
ォ
ロ
ワ
ー

数
が
加

速
。 

 
 

テ
ロ
ッ
プ
「5

月

1
0

日 

光
太
郎
、
店
長
に
昇

格
」 
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テ
ロ

ッ
プ
と
共

に
写
真
。 

 
 

大
繁
盛
の
コ
ン
ビ
ニ
。
満
面
の
笑
み
を

浮
か
べ

る
光
太
郎
。 

 
 

5

月

1
6

日
。
光
太
郎

の
フ
ォ
ロ
ワ
ー

数
が
さ
ら

に
加
速
。 

 
 

テ
ロ
ッ
プ
「5

月

1
6

日 

光
太
郎
、
コ
ン
ビ
ニ

本
店
に
ヘ
ッ
ド
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
」 

 
 

テ
ロ
ッ
プ

と
共

に
写
真
。 

 
 

オ
フ
ィ
ス
。
光
太
郎
、
ま
っ
さ
ら
な

ス
ー
ツ
を

着
て
い
る
。 

 
 

5

月

1
8

日
。
光
太
郎

の
フ
ォ
ロ
ワ
ー

数
が
さ
ら

に
加
速
。 

 
 

テ
ロ
ッ
プ
「5

月

1
8

日 

光
太
郎
、
衆
議
院
議

員
の
小
林
豊
（
背
番
号
銀

の

2
1

）
と
会
談
」 

 
 

テ
ロ
ッ
プ

と
共

に
写
真
。 

 
 

光
太
郎
、
小
林
、
握
手
を

交
わ
す
二
人
。 

 
 

5

月

2
0

日
で
動
画
は
終
わ
る
。 

 
 

圧
倒
的
首
位
の

光
太
郎
。 

 
 

テ
ロ
ッ
プ
「
こ
の
動
画
が

気
に
入
っ
た
ら
チ
ャ

ン
ネ
ル
登
録
を
お
願

い
し
ま
す
」 
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○ 

高
校
・
教
室
（5

月

2
1

日
・
昼
休
み
） 

 
 

和
真

と
結
衣
、
机
を
仲
良

く
並
べ
て
い
る
。 

 
 

和
真

の
机
の
上

に
結
衣
の

手
作
り
弁
当
。 

結
衣
「
（
甘
え
る
）
今
日
は
タ
コ

さ
ん
ウ
ィ
ン
ナ
ー

だ

よ
」 

 
 

和
真
、
タ
コ
さ
ん
ウ
ィ
ン
ナ
ー
を

箸
で
つ
ま
む
。 

結
衣
「
撮

る
ね
」 

 
 

結
衣
、
ス
マ
ホ

を
出
す
。 

 
 

結
衣
、
和
真
の

背
中
に
回

る
。 

結
衣
「
和
真
、

こ
っ
ち
見
て
」 

 
 

和
真
、
顔

だ
け

振
り
返
っ
て
タ
コ
さ
ん

ウ
ィ
ン

ナ
ー
を
食

べ
る
。 

 
 

結
衣
、
シ
ャ
ッ
タ
ー

を
切

る
。 

 
 

写
真

に
は
和
真

の
背
番
号

が
バ
ッ
チ
リ
。 

和
真
「…

（
釈
然
と
し
な
い
）
」 

 

○ 

街
中
（
放
課
後
） 

 
 

和
真

と
結
衣
、

ア
イ
ス
を

食
べ
て
い
る
。 

声
「
結
衣
！
」 
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私
服
姿
の
石
毛

が
二
人
の

前
に
や
っ
て
く
る
。 

石
毛
「…

結
衣
、
俺

と
や
り
な
お
そ
う
」 

結
衣
「
（
冷
た
く
）
開
口
一
番
何

い
っ
て
ん
の
？
」 

石
毛
「
結
衣
が
好
き
な
ん
だ
」 

結
衣
「
キ
モ
い
。
い
こ
」 

 
 

結
衣
、
和
真
の

手
を
と
っ
て
歩
き
だ
す
。 

石
毛
「
（
和
真

を
見
て
）
ソ
イ
ツ

は
見
か
け

倒
し
だ
！ 

結
衣
、
見

か
け
で
は
な
く

中
身

を
見
て
く
れ
！
」 

 
 

石
毛
、
結
衣
に

迫
る
。 

結
衣
「
触

ん
な
！
」 

石
毛
「
結
衣
！
」 

結
衣
「
お

前
と
い
る
と
イ
ン
ス
タ
映
え
し
ね
え
ん
だ

よ
！
」 

石
毛
「
頼

む
！ 

結

衣
！
」 

和
真
「
（
何
も
で
き
な
い
）
」 

男
の
声
「
何
だ
、
騒

が
し
い
」 

 
 

三
人
、
男

の
方

を
見
る
。 

 
 

高
級

ス
ー
ツ
を

キ
メ
た
光
太
郎

が
立

っ
て
い
る
。 

和
真
「…

親
父
、
何

で
こ
こ
に
」 

光
太
郎
「

こ
の
付
近

の
コ
ン
ビ
ニ
を
回
っ
て
い
た
と
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こ
ろ
だ
。
今
は
エ
リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

だ
か
ら
な
（
と

誇
ら
し
げ
）
」 

結
衣
「
お
じ
さ
ま
！
（
と

助
け
を
乞
う
）
」 

光
太
郎
「
（
石
毛

へ
）
君
は
確
か

キ
ュ
ー
ピ
ー

ち
ゃ
ん

だ
っ
た
な
」 

石
毛
「…
」 

光
太
郎
「
俺
の
息
子

に
何
の
用

だ
？
」 

石
毛
「
（
股
間

に
威
圧
さ
れ
）…

く
っ
」 

 
 

石
毛
、
逃

げ
る
よ
う
に
去

っ
て
い
く
。 

光
太
郎
「
（
結
衣

へ
）
次
ま
た
ス
ト
ー
カ
ー

被
害
に
遭

っ
た
ら
私

に
い
い
な
さ
い
」 

結
衣
「
（
感
動
）
」 

 
 

光
太
郎
、
和
真

の
隣
に
立

つ
。 

光
太
郎
「
和
真
、
今
晩
ヒ
マ
か
」 

和
真
「…

ヒ
マ
だ
け
ど
」 

光
太
郎
「
一
緒

に
飯

で
も
食
お
う
。

相
談

が
あ
る
」 

和
真
「…

？
」 

光
太
郎
「
（
結
衣

へ
）
じ
ゃ
、
私
は
こ
れ
で
。
息
子
と

楽
し
ん
で
く
れ
」 

 
 

光
太
郎
、
悠
然

と
去
る
。 
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○ 

高
級
焼
肉
店
・
店
内
（
夜
） 

 
 

テ
ー
ブ
ル

席
に

和
真
と
光
太
郎
。 

 
 

光
太
郎
、
肉
を

焼
い
て
い
る
。 

 
 

光
太
郎
、
焼
き
あ
が
っ
た

肉
を
和
真

の
皿
に
入

れ
て
や
る
。 

光
太
郎
「

さ
ぁ
食
え
」 

 
 

光
太
郎
、
自
分

の
皿
に
も

肉
を
の
せ
る
。 

 
 

光
太
郎
、
箸
を
つ
け
る
前

に
ス
マ
ホ

で
肉
を
撮

る
。 

光
太
郎
「

イ
マ
イ
チ

映
え
な
い
な
」 

和
真
「…

」 

 
 

光
太
郎
、
別
の

ア
ン
グ
ル

を
探
し
て
い
る
。 

和
真
「…

そ
れ
で
相
談
っ
て
何

だ
よ
」 

光
太
郎
「

そ
う
だ
っ
た
」 

 
 

光
太
郎
、

ス
マ
ホ
を
お
く
。 

 
 

光
太
郎
、
網
の

肉
を
箸
で

裏
返
し
て
い
く
。 

光
太
郎
「
実
は
な
、

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
マ
ー

に
な
ろ
う

と
思
っ
て
る
ん
だ
」 

和
真
「…

は
？
」 
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光
太
郎
「

こ
れ
、
焼

け
た
ぞ
（
と
和
真
の

皿
に
肉
を

お
く
）
」 

和
真
「
（
戸
惑

う
）
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
マ
ー
？
」 

光
太
郎
「

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
マ
ー

と
い
う
の
は

イ
ン
ス

タ
で
お
金

を
稼
い
で
る
人
た
ち
の
こ
と
だ
。
い
わ
ば

Y
o

u
T

u
b

e
r

の
イ
ン
ス
タ
版
だ
」 

和
真
「
そ
れ
は

知
っ
て
る
。
コ
ン
ビ
ニ
は
ど
う
す
ん

だ
よ
。
エ
リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

に
な
っ
た
ん
だ
ろ
」 

 
 

光
太
郎
、
自
分

の
皿
に
焼

い
た
肉
を
お
く
。 

 
 

光
太
郎
、

ス
マ
ホ
を
構
え
て
肉
を
撮

る
。 

和
真
「
親
父
、
聞
い
て
ん
の
か
よ
」 

光
太
郎
「

あ
あ
悪
い
。
俺
な
、

エ
リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
は
や
め
よ
う
と
思

っ
て
る
」 

和
真
「…

」 

光
太
郎
「
何
。
金
の
こ
と
な
ら

心
配
す
る
な
。
勝
算

が
な
い
わ
け
じ
ゃ
な
い
」 

 
 

光
太
郎
、

ポ
ケ
ッ
ト

を
漁

る
。 

 
 

光
太
郎
、

テ
ー
ブ
ル

に
何
枚
も
の
名
刺

を
の
せ

る
。 

光
太
郎
「

こ
の
半
月
、
色

ん
な

企
業
か
ら

広
告
の
話
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を
持
ち
か
け
ら
れ
て
な
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

関
係
、
ス

イ
ー
ツ
関
係
、

ダ
イ
エ
ッ
ト
サ
プ
リ

な
ん
て
の
も
あ

っ
た
」 

和
真
「…

」 
光
太
郎
「

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
マ
ー

に
な
れ
ば
も
っ
と
お

前
に
贅
沢

な
暮
ら
し
を
さ
せ
て
や
れ
る
か
ら
な
」 

和
真
「
別

に
俺
は…

」 

光
太
郎
「
（
店
員
へ
）
特
上
カ
ル
ビ
追
加
で
！
」 

 

和
真
「
お
い
」 

 
 

光
太
郎
、
店
員

の
ゼ
ッ
ケ
ン
を
眺
め
る
。
背
番

号

1
0

。 

光
太
郎
「

い
か
ん
な
。
あ
あ
い
う
み
っ
と
も
な
い

背

番
号
を
見

る
と
肉
が
ま
ず
く
な
る
。
あ
と
で

店
に
ク

レ
ー
ム
を

入
れ
て
お
く
か
」 

和
真
「…

調
子
乗
り
す
ぎ
だ
ろ
」 

 

○ 

高
校
・
教
室
（
翌
日
） 

 
 

和
真
、
ぼ
ん
や
り
と

ス
マ
ホ
を
見
て
い
る
。 

 
 

結
衣

の
イ
ン
ス
タ
に
映
る

和
真
。
ど
の

写
真
も

背
番
号
に

焦
点
を
合

わ
せ
て
撮

ら
れ
て
い
る
。 
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結
衣
、
や
っ
て
く
る
。 

結
衣
「
あ
、
今
私
の

イ
ン
ス
タ

見
て
た
？
」 

和
真
「…

ま
あ
」 

 
 

和
真
、
ス
マ
ホ

を
し
ま
う
。 

結
衣
「
（
和
真

の
様
子
に
）
何
？
」 

和
真
「
い
や…

」 

結
衣
「
え
ー
や
だ
！
」 

和
真
「
え
、
ま
だ
何

も
い
っ
て
な
い
け
ど
」 

結
衣
「
和
真
は
真
面
目
か
（
と

ツ
ッ
コ
む
）
」 

和
真
「
い
や…

俺
の
こ
と
ど
う

思
っ
て
る
の
か
な
っ

て
」 

結
衣
「
（
き
っ
ぱ
り
と
）

大
好
き
」 

和
真
「…

」 

結
衣
「
大
好
き
だ
よ
。
好
き
じ
ゃ
な
か
っ
た
ら
こ
う

し
て
一
緒

に
い
る
わ
け
な
い
じ
ゃ
ん
、
大
大
大
好

き
」 

和
真
「
（
納
得

す
る
）
」 

結
衣
「
じ
ゃ
一
緒
に

写
真
撮
ろ
っ
か
」 

 
 

結
衣
、
ス
マ
ホ

を
構
え
る
。 

 
 

和
真
、
カ
メ
ラ

に
正
面
を

向
け
る
。 

結
衣
「
も
ー
違
う
よ
。
和
真
は

後
ろ
。
顔

だ
け
振
り



- 41 - 

 

向
く
感
じ
で
」 

和
真
「…

ご
め
ん
」 

 
 

和
真
、
結
衣
か
ら
離
れ
る
。 

結
衣
「
え
」 

和
真
「
ご
め
ん…

」 

 
 

和
真
、
教
室
か
ら
出
て
い
く
。 

 
 

教
室

の
隅
に
愛
菜
と
萌
香
。 

 
 

二
人
、
去

っ
て
い
く

和
真

を
眺
め
る
。 

愛
菜
「
恋

に
迷
い
が

生
じ
て
ま
す
ね
え
」 

萌
香
「
生

じ
て
ま
す
ね
え
」 

 

○ 

森
田
家
・

リ
ビ
ン
グ
（
夜
） 

 
 

和
真

と
さ
や
か
、
夕
飯
を

食
べ
て
い
る
。 

さ
や
か
「

パ
パ
仕
事

で
帰
り
遅

く
な
る
っ
て
」 

和
真
「…

」 

 
 

和
真
、
浮

か
な
い
顔
を
し
て
い
る
。 

和
真
「…

何
で
親
父

と
結
婚
し
た
の
？
」 

さ
や
か
「
ど
し
た
の
、
急
に
」 

和
真
「…

い
や
、
女

の
人
っ
て

イ
ケ
メ
ン

と
金
持
ち

が
好
き
な
ん
だ
ろ
。

親
父
、
ど
っ
ち
で
も
な
い
し
」 
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さ
や
か
「

女
の
人
（

と
か
ら
か
う
）
」 

和
真
「…

う
る
さ
い
な
」 

さ
や
か
「
う
ー
ん
。
そ
れ
い
っ
た
ら

男
だ
っ
て
同
じ

よ
う
な
も
ん
じ
ゃ
ん
」 

和
真
「…

」 

さ
や
か
「
（

考
え
て
）
結
婚
の
理
由
か
ー
。
う
ふ
（
と

照
れ
る
）
」 

和
真
「
え
？
」 

さ
や
か
「
（
照
れ
る
）
マ
マ
が
パ
パ
を
選
ん
だ

理
由
は

ね
」 

 

○ 

同
・
和
真

の
部
屋 

 
 

和
真
、
机

で
う
な
だ
れ
て
い
る
。 

 

○ 

イ
メ
ー
ジ 

 
 

さ
や
か
、
ち
ん
こ
ち
ゃ
ん
（
ぬ
い
ぐ
る
み
）
を

抱
き
し
め
て
い
る
。 

 

○ 

（
戻

っ
て
）
和
真
の
部
屋 

和
真
「
（
た
め

息
）
聞
か
な
き
ゃ
よ
か
っ
た
」 
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和
真
、
ス
マ
ホ

を
見
る
。 

 
 

和
真

、
光
太
郎

の
イ
ン
ス
タ
を
見
る
。 

 
 

最
新

の
画
像
が

投
稿
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

ダ
イ
エ
ッ
ト
サ
プ
リ

を
手

に
し
た
光
太
郎
と
共

に
以
下
の

文
章
。 

 
 

"

偶
然
見

つ
け
た
ダ
イ
エ
ッ
ト
サ
プ
リ"

 

 
 

"

こ
れ
で

5
キ
ロ
痩
せ
ま
し
た"

 

和
真
「
（
顔
色

が
変
わ
る
）
こ
れ
っ
て…

」 

 

○ 

キ
ャ
バ
ク
ラ
・

店
内 

 
 

光
太
郎
、
女
の
子

1

、2

を
は
べ
ら
せ
て
い
る
。 

 
 

女
の
子

1

、
光
太
郎

の
背
番
号

を
さ
す
っ
て
い

る
。 

女
の
子

2

「
私

に
も
触
ら
せ
て
」 

光
太
郎
「
国
の
お
墨
付
き
だ
ぞ
」 

女
の
子

1

「
ね
え
。

今
度
く
る
と
き
は
息
子

さ
ん
も

連
れ
て
き
て
ね
」 

光
太
郎
「
（
股
間
を
見
下
ろ
し
）
こ
ん
に
ち
わ
（
と

豪

快
に
笑
う
）
」 

女
の
子
た
ち
「…

（
笑
う
）
」 
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光
太
郎
の
電
話

が
鳴
る
。 

 
 

着
う
た
は

X
JA

P
A

N

の
紅
。 

光
太
郎
「
（
出

る
）
和
真
か
。
今

ち
ょ
う
ど
お

前
の
話

を
し
て
い
た
と
こ
ろ
だ
」 

和
真
の
声
「
（
焦
っ
て
）
イ
ン
ス
タ
の
写
真
、
ど
う
い

う
こ
と
だ
よ
？
！
」 

光
太
郎
「

ど
う
し
た
？ 

落
ち

着
け
」 

和
真
の
声
「
ダ
イ
エ
ッ
ト
サ
プ
リ
の
奴
だ
よ
。
あ
れ

っ
て
」 

光
太
郎
「

あ
ー
あ
れ
か
」 

 

○ 

森
田
家
・
和
真

の
部
屋 

光
太
郎
の

声
「
広
告

だ
と
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
宣
伝

し
た
ほ
う
が
効
果
的

だ
か
ら
と

ス
ポ
ン
サ
ー

の
人
に

い
わ
れ
て
な
」 

和
真
「
や
っ
ぱ
り
。
そ
れ
っ
て

ス
テ
マ
だ
ろ
」 

光
太
郎
の

声
「
大
丈
夫
。

バ
レ

な
き
ゃ
問
題

な
い
」 

和
真
「
大
丈
夫

っ
て
、
ス
テ
マ
は

違
法
だ
ぞ
。
親
父
、

わ
か
っ
て
ん
の
か
」 

光
太
郎
の

声
「
違
法
が
何
だ
。
俺

は
ア
ル
カ
ポ
ネ
だ
」 
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和
真
「…

あ
ん
た
は

光
太
郎
だ
ろ
」 

光
太
郎
の

声
「
和
真
、
ス
テ
ル
ス
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

と
い
う
言
葉
を
知
っ
て
る
か
」 

和
真
「
さ
っ
き
か
ら
そ
の
こ
と
を

話
し
て
る
ん
だ
よ
」 

 

○ 

キ
ャ
バ
ク
ラ
・

店
内 

光
太
郎
「

ス
テ
ル
ス
、
つ
ま
り

目
に
見
え
な
い
。

絶

対
に
バ
レ

な
い
か
ら

ス
テ
ル
ス
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

と

人
は
い
う
ん
だ
（
と

ニ
ヤ
リ
）
」 

 

○ 

テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
（
数
日
後
） 

 
 

テ
ロ
ッ
プ
「
人
気
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
マ
ー
、
詐
欺

で
逮
捕
」 

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

の
声
「
製
薬
会
社
社
長
と

共
謀
し
て

ニ
セ
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
サ
プ

リ
を

宣
伝
し
た

容
疑
で
逮

捕
さ
れ
た
の
は

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
マ
ー

の
森
田
光
太
郎

容
疑
者

4
6

歳
」 

 
 

映
像

に
光
太
郎
。 

 
 

背
番
号
の
金
の

2
1

が
映
し

出
さ
れ
る
。 

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

の
声
「
こ
こ
最
近
、
背
番
号

に
よ
る
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ト
ラ
ブ
ル

や
犯
罪
が

相
次
い
で
い
る
こ
と
か
ら
背
番

号
法
へ
の

疑
問
の
声

が
あ
が
っ
て
い
ま
す
」 

 

○ 

警
察
署
・
留
置
場
風
景 

 
 

光
太
郎
の
他
に

6

人
の
男

が
同
室
に

入
れ
ら
れ

て
い
る
。 

 
 

看
守
、
や
っ
て
く
る
。 

 
 

看
守
、
扉

を
開

け
る
。 

看
守
「1

3

番
と

2
1

番
、
面
会

だ
」 

 
 

光
太
郎
と
四
人

く
ら
い
の

1
3

番

が
立

つ
。 

 

○ 

同
・
面
会
室 

 
 

和
真
、
座

っ
て
い
る
。 

 
 

ア
ク
リ
ル

版
の

向
こ
う
か

ら
光
太
郎
、

や
っ
て

く
る
。 

 
 

光
太
郎
、
椅
子

に
座
る
。 

光
太
郎
「
和
真
、
最
近
ど
う
だ
？
」 

和
真
「
ど
う
も
こ
う
も
。

親
父

が
捕
ま
っ
た
せ
い
で

パ
ニ
ク
っ
て
る
」 

光
太
郎
「

そ
う
じ
ゃ
な
い
。
俺

の
イ
ン
ス
タ
フ
ォ
ロ
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ワ
ー
数
は
ど
う
な
っ
て
る
」 

和
真
「…

気
に
す
る
と
こ
そ
こ
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
」 

光
太
郎
「

し
か
し
捕

ま
る
前
に

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
マ
ー

に
な
っ
て
よ
か
っ
た
よ
。

エ
リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

森

田
光
太
郎

4
6

歳
じ
ゃ
イ
マ
イ
チ
格
好
が
つ
か
な
い

か
ら
な
（
と
笑
う
）
」 

和
真
「…

全
然
反
省

し
て
な
い
ん
だ
な
」 

 
 

光
太
郎
、

ポ
ケ
ッ
ト

か
ら

タ
バ
コ
と

ラ
イ
タ
ー

を
取
り
出

す
。 

 
 

光
太
郎
、
火
を
つ
け
て
吸

う
。 

和
真
「
親
父
、

タ
バ
コ
な
ん
か

吸
う
の
か
よ
」 

光
太
郎
「
皆
が
分
け
て
く
れ
る
も
ん
で
な
。

背
番
号

の
お
か
け
で
好
待
遇

だ
よ
。
快
適
だ
」 

和
真
「…

」 

光
太
郎
「

そ
れ
よ
り

和
真
、
彼
女
と
は
ど
う
だ
？
」 

和
真
「
（
う
つ
む
く
）
」 

光
太
郎
「
（
驚

く
）
う
ま
く
い
っ
て
な
い
の
か
？
」 

和
真
「
別

に
そ
う
じ
ゃ
な
い
け
ど
」 

光
太
郎
「

ど
う
し
た
？ 

訳
を

話
せ
よ
」 

和
真
「
（
ぼ
そ
っ
と
）…

彼
女
が

好
き
な
の
は

俺
じ
ゃ
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な
く
て
背
番
号

な
ん
だ
よ
。
背
番
号

し
か

見
て
く
れ

な
い
っ
て
い
う
か
。
だ
か
ら
な
ん
と
い
う
か
」 

光
太
郎
「
（
鼻

で
笑
う
）
く
だ
ら
な
い
。
そ
ん
な
こ
と

で
悩
ん
で
る
の
か
」 

和
真
「
そ
ん
な
こ
と
っ
て
」 

光
太
郎
「
当
た
り
前

じ
ゃ
な
い
か
」 

和
真
「
え
？
」 

光
太
郎
「

お
前
か
ら

背
番
号
を
と
っ
た
ら

何
が
残
る

ん
だ
。
背
番
号

の
お
か
げ
で
か
わ
い
い
彼
女

と
付
き

合
え
て
る
ん
だ
。
図

に
乗
る
な
」 

和
真
「
（
面
食

ら
う
）
急
に
ど
う
し
た
ん
だ
よ
」 

光
太
郎
「
（
け
ろ
り
と
）
お

前
に

彼
女
が
い
る
の
も

俺

が
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
マ
ー
な
の
も

全
部
背
番
号

の
お
か

げ
だ
。
そ
れ
以
外
な
い
」 

和
真
「…

親
父
、
本
気
で
い
っ
て
ん
の
？
」 

光
太
郎
「

マ
ジ
だ
よ

マ
ジ
。
本
気
と
書
い
て

マ
ジ
。

お
前
だ
っ
て
人
を
背
番
号

で
し
か
見
て
な
い
だ
ろ
う
。

こ
の
背
番
号
の
お
か
げ
で

俺
は

コ
ン
ビ
ニ

店
員
か
ら

父
親
に
な
れ
た
。
違

う
か
」 

和
真
「…

」 
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光
太
郎
「
別
に
責
め
て
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
。

人
間
の

心
は
そ
う
い
う

ふ
う
に
で
き
て
る
ん
だ
。
だ
か
ら

チ

ャ
ン
ス
を

逃
す
な
。
父
親

と
し
て
の
ア
ド
バ
イ
ス

だ
。

贅
と
快
楽

の
限
り
を

味
わ
い
尽

く
せ
。
彼
女

の
乳
首

が
腫
れ
上

が
る
ま
で

吸
い
つ
い
て
離
す
な
」 

和
真
「…
」 

光
太
郎
「

や
れ
。
と
に
か
く
や
っ
て
や
っ
て
や
り
ま

く
れ
」 

 
 

和
真
、
立

ち
上

が
る
。 

和
真
「…

親
父
、
す
っ
か
り
変

わ
っ
た
な
」 

光
太
郎
「
結
構

な
こ
と
だ
。
昔

の
俺
な
ら
お

前
は
会

い
に
き
て
す
ら
く
れ
な
か
っ
た
」 

和
真
「…

帰
る
よ
」 

 
 

和
真
、
ド
ア
へ
と
向
か
う
。 

 

光
太
郎
「
（
叫

ぶ
）
迷
う
な
！ 

揉
み
し
だ
け
！

」 

 

○ 

テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
（

数
日
後
） 

 

 
 

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、
原
稿
を

読
ん
で
い
る
。 

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
「
背
番
号
法
の

廃
止
を
求

め
る
デ
モ
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が
全
国
各
地
で
起
き
て
い
ま
す
」 

 

○ 

ニ
ュ
ー
ス

映
像 

 
 

イ
ケ
メ
ン

集
団
、
デ
モ
行
進
を
し
て
い
る
。 

 
 

参
加
者
、
全
体
的
に
数
字

が
小
さ
め
。 

 
 

"

背

番
号

を
廃

止

し

ろ"
"

差

別
撤

廃"

と

い
っ

た

プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
て
い
る
。 

 

○ 

ニ
ュ
ー
ス

映
像

2
 

 
 

イ
ケ
メ
ン

1

、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

受
け
て
い
る
。 

イ
ケ
メ
ン

1

「
（
い
き
り

立
つ
）
人
を
見
か
け
で
判
断

す
る
の
は
や
め
て
ほ
し
い
と
い
い
た
い
」 

 

 

○ 

ニ
ュ
ー
ス

映
像

3
 

 
 

国
会
議
事
堂
が

映
し
出
さ
れ
る
。 

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

の
声
「
デ
モ
が

活
発
化
す
る

中
、
背

番
号
法
反
対
派

の
議
員
に
よ
っ
て
廃
止
法
案

が
国
会

に
提
出
さ
れ
、

近
く

審
議
さ
れ
る
予
定
で
す
」 

 

○ 

ニ
ュ
ー
ス

映
像

4
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ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

の
声
「
一
方
、

こ
の
法
律

で
一
躍
脚

光
を
浴
び
た
森
田
光
太
郎
容
疑
者
で
す
が
、

今
朝
方

保
釈
さ
れ
ま
し
た
」 

 
 

光
太
郎
、
警
察
署
か
ら
出

て
く
る
。 

 

 
 

報
道
陣
に
よ
る

フ
ラ
ッ
シ
ュ
の
嵐
。 

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

の
声
「
一
部
情
報
で
は
小
林
豊
議
員

に
よ
っ
て

森
田
容
疑
者
へ
の
保
釈
金

が
支
払

わ
れ
た

と
の
こ
と
で
す
」 

 

○ 

小
林

の
写
真 

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

の
声
「
森
田
容
疑
者

と
は

背
番
号
が

同
じ

2
1

で
あ
る
こ
と
か
ら
親
睦
を
深
め
て
お
り
、

廃
止
法
案

の
阻
止
に

向
け
て
何

ら
か
の
思
惑

が
あ
る

の
で
は
と

見
ら
れ
て
お
り
ま
す
」 

 

○ 

森
田
家
・

リ
ビ
ン
グ
（
夜
） 

 
 

和
真
、
光
太
郎
、
さ
や
か
、
食
卓
に
つ
い
て
い

る
。 

 
 

テ
ー
ブ
ル

の
上

に
豪
華
な

寿
司
。 

 
 

光
太
郎
、

ス
マ
ホ
で
寿
司

を
撮
る
。 
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光
太
郎
、

イ
ン
ス
タ

に
写
真
を
投
稿
。 

 
 

光
太
郎
の
イ
ン
ス
タ

画
面
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数

5
0

万
。 

光
太
郎
「
（
ボ
ヤ
く
）
大
分
減
っ
た
な
」 

さ
や
か
「

パ
パ
わ
さ
び
と
っ
て
」 

光
太
郎
「

そ
れ
で
も

5
0

万
フ
ォ
ロ
ワ
ー
だ
が
な
」 

さ
や
か
「
わ
さ
び
」 

光
太
郎
「
（
チ
ュ
ー
ブ
の
わ
さ
び
を
渡

す
）
」 

さ
や
か
「
そ
ん
な
に
い
る
ん
だ
、
パ
パ
の

フ
ァ
ン
」 

光
太
郎
「
当
然

だ
。

俺
は
ア
ル
カ
ポ
ネ
だ
。
な
あ

和

真
？
」 

 
 

 
 

和
真
、
ひ
と
り

浮
か
な
い

顔
を
し
て
い
る
。 

さ
や
か
「…

ア
ル
パ
カ
？
」 

光
太
郎
「
（
和
真
を
見

て
）
和
真
、
ま
だ
悩

ん
で
る
ん

じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
な
」 

和
真
「…

」 

光
太
郎
「
い
っ
た
ろ
う
。
人
は
見

た
目
が
す
べ
て
だ
」 

和
真
「…

」 

光
太
郎
「

だ
か
ら
こ
そ
俺
と
お

前
は
そ
の

ア
ド
バ
ン

テ
ー
ジ
を

存
分
に
活

か
せ
ば
い
い
」 
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さ
や
か
「
（
寿
司
を
も
ぐ
も
ぐ
）

何
の

話
？
」 

光
太
郎
「
男
同
士
の

秘
密
だ
」 

さ
や
か
「
す
っ
か
り

仲
良
し
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
」 

光
太
郎
「
（
念

を
押
す
）

和
真
。
今
を

楽
し
め
」 

和
真
「…

」 

 

○ 

同
・
和
真

の
部
屋 

 
 

和
真
、
机

で
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
。 

 

○ 

（
回
想
）
和
真

の
部
屋 

 
 

1
3

歳

の
和
真
、
机
で
塞
ぎ

込
ん
で
い
る
。 

 
 

ア
ウ
ト
ド
ア
の

格
好
を
し
た
光
太
郎

が
ド
ア
の

前
に
立
っ
て
い
る
。 

和
真
「
（
叫
ぶ
）
親
が

バ
イ
ト
な
ん
て

恥
ず
か
し
く
て

外
歩
け
ね
ん
だ
よ
！
」 

 
 

光
太
郎
、
和
真

の
そ
ば
へ

寄
り
、 

光
太
郎
「
和
真
、
そ
れ
が

何
だ
。
バ
イ
ト

の
人
間
な

ん
か
そ
こ
ら
中
に
い
る
ぞ
（
と

笑
う
）
」 

和
真
「…

」 

光
太
郎
「

さ
、
マ
マ

も
支
度
が

済
ん
だ
よ
う
だ
か
ら
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お
前
も
早

く
（
と
和
真
の
腕
を
と
る
）
」 

和
真
「
（
振
り
払
う
）
離
せ
よ
！
」 

光
太
郎
「
和
真…

」 
 

 

和
真
「
マ
ジ
で
死
ね
よ
！ 

バ
イ
ト

の
ク
セ

に
子
供

作
っ
て
ん
じ
ゃ
ね
え
よ
！
」 

光
太
郎
「…
」 

 

○ 

（
戻

っ
て
）
和
真
の
部
屋 

和
真
「…

」 

 

○ 

国
会
議
事
堂
前
（
数
日
後
） 

 
 

小
林
豊
、
取
材
陣
に
囲
ま
れ
て
い
る
。 

 
 

周
囲

に
プ
ラ
カ
ー
ド

を
掲

げ
た
集
団
。 

声
「
背
番
号
法

を
今

す
ぐ
廃
止

し
ろ
！
」 

声
「
差
別
主
義
者
は

日
本
か
ら

出
て
い
け
！
」 

 
 

な
ど
と
飛
び
交

う
。 

小
林
「
（
見
渡

し
て
）
私
を
目
の

敵
で
す
な
」 

記
者

1

「
背
番
号
法
廃
止
法
案

の
審
議
を

終
え
、
採

決
が
間
近

に
迫
っ
て
い
ま
す
。

今
の
お
気
持

ち
を
」 

小
林
「
お

宅
ら
マ
ス
コ
ミ

は
こ
の
騒
ぎ
を

煽
り
立
て
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て
い
る
よ
う
だ
が
、

法
律
の
効
果
は
し
っ
か
り
と

表

れ
て
い
る
。
今
一
度

そ
の
有
効
性
を
」 

記
者

2

「
（
遮

っ
て
）
多
く
の
差
別
や
偏
見

が
実
際
に

生
ま
れ
て
い
ま
す
」 

記
者

3
「
そ
れ
で
も

廃
止

す
べ
き
で
は
な
い
と
？
」 

小
林
「
ま
あ
人
の
話

は
最
後
ま
で
聞
き
な
さ
い
。

今

一
度
法
律

の
有
効
性

を
国
民
の

皆
さ
ん
に

正
し
く
お

伝
え
す
べ
く
、

来
る

採
決
の
前

に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を

実
施
し
ま
す
。

反
対
意
見

の
あ
る
人
は
そ
の

時
に
ど

う
ぞ
。
以
上
」 

 

○ 

高
級
焼
き
肉
店
・
中
（
夜
） 

 
 

テ
ー
ブ
ル

席
に

和
真
と
光
太
郎
。 

 
 

光
太
郎
、
紙
を
広
げ
て
鉛
筆

を
走

ら
せ
て
い
る
。 

和
真
「
さ
っ
き
か
ら

何
し
て
ん
だ
よ
」 

光
太
郎
「

ん
ー…

小
林
先
生
に

ス
ピ
ー
チ

を
頼
ま
れ

て
な…

こ
こ
は

ユ
ー
モ
ア

を
挟

ん
で
お
く
か
（
と

鉛

筆
を
走
ら
せ
る
）
」 

和
真
「
ス
ピ
ー
チ
？
」 

光
太
郎
「
（
顔

を
あ
げ
る
）
近
く

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
あ
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る
の
は
お

前
も
知
っ
て
る
だ
ろ
う
。
そ
の

ス
ピ
ー
チ

原
稿
を
書

い
て
る
ん
だ
（
と
誇

ら
し
げ
）
」 

和
真
「
親
父
が
？
」 

光
太
郎
「
和
真
、
お

前
も
彼
女

を
連
れ
て

俺
の
勇
姿

を
見
に
来

い
」 

和
真
「…
」 

光
太
郎
「
そ
う
だ
。
今
肉
を
焼
い
て
や
る
か
ら
な
（
と

ト
ン
グ
を

掴
む
）
」 

和
真
「
自
分
で
や
る
っ
て
」 

 

光
太
郎
「

い
い
か
ら
」 

 
 

光
太
郎
、
肉
を

網
に
の
せ
る
。 

 
 

肉
が

焼
け
る
の
を
待
つ
間
、
光
太
郎
、
鉛
筆

と

間
違
え
て

ト
ン
グ
で

紙
に
文
字

を
書
こ
う
と
す
る
。

光
太
郎
「
し
ま
っ
た
。
ト
ン
グ
じ
ゃ
書
け
な
い
な
（
と

笑
う
）
」 

 
 

光
太
郎
、
鉛
筆

に
持
ち
替

え
る
。 

 
 

光
太
郎
、

し
こ
し
こ

筆
を

走
ら
せ
る
。 

和
真
「
（
光
太
郎
を
眺

め
て
）
親
父
、
前
か
ら
ず
っ
と

聞
き
た
か
っ
た

ん
だ
け
ど
」 

光
太
郎
「

ん
？
」 
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和
真
「
何

で
コ
ン
ビ
ニ
な
ん
だ
よ
？
」 

光
太
郎
「
（
筆

が
と
ま
る
）
」 

和
真
「
い
や
、
仕
事
な
ら
他
に
も
あ
る
だ
ろ
。
何
で
」 

光
太
郎
「
仕
事

か
。
も
ち
ろ
ん

他
に
も
や
っ
た
さ
。

車
の
整
備
、
配
達
、
引
っ
越
し

業
、
色
々

や
っ
た
が

ど
れ
も
ク
ビ
。

自
慢

じ
ゃ
な
い
が
俺
は
仕
事

が
で
き

な
い
」 

和
真
「…

」 

光
太
郎
「
大
ポ
カ
や
っ
て

毎
回

ク
ビ
。
結
局
慣
れ
て

い
た
コ
ン
ビ
ニ

の
仕
事
に
落
ち

着
い
た
」 

和
真
「…

そ
う
だ
っ
た
ん
だ
」 

光
太
郎
「

し
か
し
コ
ン
ビ
ニ
だ
っ
て

楽
じ
ゃ
な
い
。

給
料
の
割

に
は
や
る
こ
と
が
多

い
し
、
店
員

を
人
と

も
思
わ
な
い
客
が
ご
ま
ん
と
い
る
中
で
の

仕
事
だ
。

俺
は
ポ
カ

が
多
い
か
ら
よ
く
怒
鳴
り
つ
け
ら
れ
て
い

た
よ
（
と

笑
う
）
」 

和
真
「…

」 

光
太
郎
「

あ
ん
な
生
活
に
逆
戻

り
し
な
い
た
め
に
も

び
し
っ
と

ス
ピ
ー
チ

を
決
め
て
や
ら
ん
と
な
（
と

筆

を
動
か
す
）
」 
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和
真
「…

」 

 

○ 

道
（
翌
日
・
放
課
後
） 

 
 

和
真
、
歩

い
て
い
る
。 

 
 

赤
信
号
で
立
ち

止
ま
る
。 

 
 

正
面

に
コ
ン
ビ
ニ
が
見
え
る
。 

 
 

コ
ン
ビ
ニ

前
に

父
親
ら
し
き
男
と
幼

い
少
年
。 

 
 

男
、
少
年

を
肩
車
す
る
。 

和
真
「
（
二
人

を
見
つ
め
て
）…

」 

 

○ 

（
回
想
）
風
呂
場 

 
 

7

才

の
和
真
、
光
太
郎
の

背
中
を
タ
オ
ル
で
洗

っ
て
い
る
。 

和
真
「
パ
パ
、
今
日
も
お
仕
事
ご

苦
労
さ
ま
で
し
た
」 

光
太
郎
「

あ
ー
い
い

心
地
だ
。
も
っ
と
強

く
」 

和
真
「
（
こ
す
る
）
」 

光
太
郎
「
（
爽
快
）
」 

 

○ 

（
回
想
）
和
真

の
部
屋 

 
 

机
の

上
に
破
か
れ
た

作
文
。 
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タ
イ
ト
ル

に"

大
好

き
な
ぼ
く
の

パ
パ"

と
書
か

れ
て
い
る
。 

 
 

和
真
、
布
団
に

潜
り
込
ん
で
い
る
。 

 
 

光
太
郎
、

や
っ
て
く
る
。 

光
太
郎
「

ど
う
し
た
？
」 

和
真
「
（
返
事

し
な
い
）
」 

光
太
郎
「

な
ん
だ
。

ス
ネ
て
る
の
か
？
」 

和
真
「
（
返
事

し
な
い
）
」 

光
太
郎
「
和
真
、
パ
パ
を
見
ろ
」 

和
真
「
（
見
る
）
」 

 
 

光
太
郎
、
上
着

の
ポ
ケ
ッ
ト
を
漁
る
。 

 
 

ポ
ケ
ッ
ト

か
ら

1
0

0

円
お
に
ぎ
り
が
ど

っ
さ
り
。 

光
太
郎
「

ど
う
だ
。

パ
パ
の
ポ
ッ
ケ

は
ド
ラ

え
も
ん

の
四
次
元

ポ
ケ
ッ
ト

だ
ぞ
」 

和
真
「…

」 

光
太
郎
「

パ
パ
が
全
部
食

べ
ち
ゃ
う
ぞ
（
と

笑
う
）
」 

 

○ 

（
回
想
）
道 

 
 

1
3

歳

の
和
真
、
友
達

と
歩

い
て
い
る
。 

 
 

近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
か
ら
、

コ
ン
ビ
ニ

の
制
服
を
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着
た
光
太
郎
、
出
て
く
る
。 

 
 

和
真
、
思

わ
ず

電
信
柱
に

身
を
隠
す
。 

 
 

光
太
郎
、

ゴ
ミ

箱
か
ら
ゴ
ミ
を
回
収

す
る
。 

 
 

チ
ン
ピ
ラ

1

、
大
声

で
電
話
し
な
が
ら

店
か
ら

出
て
く
る
。 

チ
ン
ピ
ラ

1
「
兄
貴
！ 

今
か
ら
向
か
い
ま
す
！
」 

 
 

ゴ
ミ

袋
を
持
っ
た
光
太
郎
、
入

り
口

で
チ
ン
ピ

ラ

1

と
ぶ
つ
か
る
。 

 
 

ゴ
ミ

袋
が
チ
ン
ピ
ラ

1
の

足
に
あ
た
る

。 

チ
ン
ピ
ラ

1

「
お
い
！ 

あ
た
っ
た
だ
ろ
う
が
！
」 

光
太
郎
「
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
！
」 

チ
ン
ピ
ラ

1

「
く
そ
が
っ
！
」 

 
 

チ
ン
ピ
ラ

1

、
ゴ
ミ

袋
を
蹴
り
飛
ば
す
。 

 
 

地
面

に
落
ち
た

ゴ
ミ
袋
か
ら
ゴ
ミ
が

飛
び
散
る
。 

 
 

光
太
郎
、
散
乱

し
た
ゴ
ミ

を
必
死
に

集
め
る
。 

 
 

光
太
郎
の
額
か
ら
汗
が
滴

る
。 

和
真
「
（
睨
む
よ
う
に
光
太
郎
を

見
つ
め
て
）
」 

 

○ 

（
戻

っ
て
）
道 

 
 

信
号

が
青
に
変

わ
る
。 
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和
真
、
我

に
返

る
。 

 
 

コ
ン
ビ
ニ

前
、
父
親

と
少
年
の
姿
は

消
え
て
い

る
。 

 
○ 
文
化

ホ
ー
ル
・

外
（
数
日
後
） 

 
 

"

背
番
号
法

に
関

す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム"

の
看
板
。 

 

○ 

同
・
中 

 
 

満
員

の
館
内
。 

 

 
 

聴
衆

の
背
番
号

は
様
々
で
、
背
番
号
賛
成
派

と

反
対
派
と
が
入
り
乱

れ
て
い
る
。 

 
 

和
真

と
結
衣
、
入
り
口
か
ら
や
っ
て
く
る
。 

 
 

二
人
、
席

に
座

る
。 

結
衣
「
楽

し
み
だ
ね
」 

和
真
「…

」 

 
 

壇
上

に
は
両
サ
イ
ド

に
椅
子
が
並
べ
ら
れ
て
い

る
。 

 
 

二
つ
の
陣
営
に

分
か
れ
て
お
り
、
一
方

は
小
林

を
筆
頭
に

大
き
め
の

背
番
号
の

男
た
ち
。 

 
 

も
う

一
方
に
は

小
さ
め
の

背
番
号
の

男
た
ち
。
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石
毛
の
姿

も
あ
る
。 

 
 

小
林
、
マ
イ
ク

を
持
っ
て

立
ち
上
が
る
。 

小
林
「
（
聴
衆

へ
）
本
日
は
お
集

ま
り
頂
き
ま
し
て
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

早
速
始
め
さ
せ
て

頂
き
ま

す
」 

 
 

聴
衆
、
静

ま
る
。 

小
林
「
背
番
号
法

を
作

っ
た
理
由

は
一
つ
で
す
。"

男

性
器
の
サ
イ
ズ

を
可
視
化

す
る
こ
と
で
社
会
的
ス
テ

ー
タ
ス
に
す
る"

。
日
本

は
競
争
社
会
で
す
。
競
争
に

勝
つ
た
め
に
、
容
姿
、
年
齢
、
収
入
、
地
位
、
家
柄
、

あ
ら
ゆ
る
も
の
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
私

は
長
年
不

思
議
に
思

っ
て
い
ま
し
た
。
な
ぜ
も
っ
と

原
始
的
で

シ
ン
プ
ル

な
も
の
、
つ
ま
り
、

男
性
器
の

サ
イ
ズ
を

ス
テ
ー
タ
ス
に
す
る
こ
と
を
し
な
い
の
か
、
そ
し
て

し
て
は
い
け
な
い
の
か
。

私
の
こ
の

理
念

の
も
と
、

多
く
の
方
々
が
惜
し
ま
ぬ

協
力

を
し
て
く
れ
ま
し
た

（
と
自
陣
営
を
振
り

返
る
）
」 

 
 

大
き
な
背
番
号

の
男
た
ち
、
頷
い
て
い
る
。 

小
林
「
一
方
で
競
争

の
達
者
な

人
た
ち
が
こ
と
背
番

号
の
話
に
な
る
と
な
ぜ
難
色
を

示
す
の
か
、

私
に
は
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わ
か
ら
な
い
（
と
相
手
陣
営
を
ち
ら
り
と

見
る
）
」 

 

 
 

小
さ
な
背
番
号

の
男
た
ち
、
険
し
い

顔
。 

小
林
「
背
番
号
法
は
多
く
の
国
民

を
救

っ
て
い
ま
す
。

そ
の
こ
と
を
皆
さ
ん
に
お

伝
え
す
る
た
め
に

今
日
は

大
切
な
友
人
に
き
て
も
ら
い
ま
し
た
」 

 
 

光
太
郎
、
壇
上

の
袖
か
ら

現
れ
る
。 

 
 

館
内

が
騒
が
し
く
な
る
。 

聴
衆
「
（
怒
号
）
犯
罪
者
！
」 

聴
衆
「
一
生
塀

の
中

に
入
っ
て
ろ
！
」 

 
 

光
太
郎
、
小
林

か
ら
マ
イ
ク
を
渡
さ
れ
る
。 

光
太
郎
「
（
マ
イ
ク
の

感
触
を
味

わ
い
）
自
分

の
息
子

を
持
っ
た
の
だ
と
思

っ
た
」 

聴
衆
「
（
笑
い
声
）
」 

光
太
郎
「
（
堂
々
と
し
た

口
調
で
）"

た
っ
た

一
つ
の

ル
ー
ル
で

世
界
が
変

わ
る"

。
か
つ
て

ア
メ
リ
カ
に
は

禁
酒
法
と
い
う

法
律

が
存
在
し
ま
し
た
。

正
義
が
滅

び
ギ
ャ
ン
グ
が
栄
え
た
こ
と
か
ら
世
紀
の

悪
法
と
し

て
今
な
お

語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

背
番
号

法
こ
そ
現
代
の
禁
酒
法
だ
と
私

は
感
じ
て
い
ま
す
」 

小
林
「
（
訝
し
げ
に
）…

」 
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光
太
郎
「

し
か
し
違

う
点
が
一

つ
あ
る
。
そ
れ
は

栄

え
る
の
が

ギ
ャ
ン
グ

で
は
な
く

善
良
な
市
民

と
い
う

こ
と
で
す
。
真
面
目

に
コ
ツ
コ
ツ
と
頑
張

っ
て
い
る

人
間
が
救

わ
れ
る
可
能
性

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

反
対
に
滅

び
る
の
も

正
義
で
は
な
く
、
肩
書

き
や
外

見
に
モ
ノ

を
い
わ
せ
て
偉
そ
う
に
し
て
い
る

連
中
ば

か
り
の
よ
う
な

気
が
す
る
の
は

私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
意
味

で
背
番
号
法
は
世
紀

の
妙
法
と

呼
ぶ
に
相

応
し
い
。
い
や
、
男
性
器

の
妙
法
と
で
も
い
い
ま
し

ょ
う
か
」 

聴
衆
「
（
笑
い
声
）
」 

小
林
「
（
大
き
く
頷
く
）
」 

光
太
郎
「
背
番
号
法

で
私
は
変
わ
り
ま
し
た
。
い
や
、

私
に
対
す
る
周
囲
の

態
度
が
変

わ
っ
た
。

自
ず
と
自

信
が
漲
り
、
仕
事
に

精
が
出
る
。
結
果
出
世

す
る
。

収
入
が
増

え
る
。
ま
さ
に

相
乗
効
果

で
す
。

女
性
は

自
信
の
あ
る
男
が
好

き
だ
。
女
性
に
モ
テ

る
よ
う
に

な
る
。
人
気
が
金
を

呼
び
、
金

が
人
気
を

呼
ぶ
。
調

子
に
乗
っ
た
私
は
ス
テ
マ

と
い
う
大
き
な

失
敗
を
犯

し
ま
し
た
。
し
か
し

罪
を
犯
し
て
も
な
お
こ
う
し
て
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舞
台
に
立

て
る
。
い
い
こ
と
づ
く
め
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
」 

聴
衆
「
（
拍
手
）
」 

光
太
郎
「

か
つ
て
の

私
は
コ
ン
ビ
ニ

店
員

で
し
た
。

私
に
は
妻

と
息
子
が
い
ま
す
。"

バ
イ
ト
の
く
せ
に

結

婚
し
や
が
っ
て
。
バ
イ
ト

の
く
せ
に

子
供

ま
で
作
り

や
が
っ
て
。
い
い
歳

し
て
ア
ル
バ
イ
ト
な
ん
か
し
て

恥

ず

か

し

く

な

い

の

か"
…

世

間

の

風

当

た

り

は

冷

た
い
。
私

に
は
ま
る
で
人
権
が
な
か
っ
た
。
し
か
し

ど
う
で
し
ょ
う
。
背
番
号

を
つ
け
た

途
端

そ
ん
な
声

は
ぴ
た
り
と
や
ん
だ
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
私
を

長
年
無
視

し
続
け
て
き
た

息
子

か
ら
も
尊
敬

さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
」 

和
真
「…

」 

光
太
郎
「

あ
の
夜
の
こ
と
は
忘

れ
ま
せ
ん
。

息
子
は

私
に
い
い
ま
し
た
。"

オ
ヤ
ジ
の

背
中
が
光

っ
て
見
え

る"

。
息
子

の
口
か
ら

未
だ
か
つ
て
聞
い
た

こ
と
の
な

い
言
葉
で
さ
え
こ
の

背
番
号
が
あ
れ
ば
聞

く
こ
と
が

で
き
る
」 

和
真
「
（
う
つ
む
く
）
」 
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光
太
郎
「
背
番
号
法

を
廃
止
す
る
こ
と
は

私
と
息
子

と
の
絆
を

引
き
裂
く
に
等
し
い
。
私
は
断
固

と
し
て

背
番
号
廃
止
に
反
対

す
る
」 

聴
衆
「
（
拍
手
）
」 

光
太
郎
「

そ
れ
か
ら

廃
止
を
求

め
る
人
た
ち
に
い
い

た
い
。
君

た
ち
は
努
力
が
足
り
な
い
。
こ
ん
な
と
こ

ろ
に
集
ま
っ
て
い
る

暇
が
あ
っ
た
ら

自
分

を
磨
け
。

努
力
し
ろ
。
背
番
号

が
小
さ
く
た
っ
て
成
功

し
て
る

奴
は
た
く
さ
ん
い
る
。
自
分
た
ち
が

報
わ
れ
な
い
の

を
法
律
の
せ
い
に
す
る
の
は
や
め
ろ
。
社
会

の
せ
い

に
す
る
の
は
や
め
ろ
。
粗
ち
ん
く
ら
い
で
ぴ
ー
ぴ
ー

わ
め
く
よ
う
な

連
中

に
は
日
本

の
将
来
は

任
せ
ら
れ

な
い
！
」 

聴
衆
「
（
怒
号

と
拍
手
が
入
り
乱

れ
る
）
」 

光
太
郎
「
皆
さ
ん
、

我
々
の
力

で
よ
り
よ
い

社
会
を

作
っ
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」 

 
 

光
太
郎
、
一
礼

す
る
。 

 
 

聴
衆

か
ら
割
れ
る
よ
う
な

拍
手
と
怒
号
。 

小
林
「
（
満
足

げ
）
」 

 
 

光
太
郎
、
小
林

と
固
く
握
手
す
る
。 
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光
太
郎
、

マ
イ
ク
を
返
し
て
椅
子
に

座
る
。 

小
林
「
廃
止
派

の
意
見
も
伺
い
ま
し
ょ
う
」 

 
 

壇
上

の
石
毛
、
立
ち
上
が
る
。 

 
 

石
毛

の
背
番
号

4

を
見
て
、
館
内

が
ざ
わ
め
く
。 

小
林
「
ど
う
ぞ
（
と

石
毛
に
マ
イ
ク

を
渡

す
）
」 

石
毛
「
（
聴
衆

へ
）
背
番
号
法
は

差
別
主
義
者

に
よ
っ

て
作
ら
れ
た
史
上
最
悪
の
法
律

で
あ
り…

」 

聴
衆
「
（
野
次

る
）
キ
ュ
ー
ピ
ー

ち
ゃ
ん
！
」 

石
毛
「
私

は
こ
の
法
律
の
せ
い
で
全
て
を

失
い…

」 

聴
衆
「
キ
ュ
ー
ピ
ー

ち
ゃ
ー
ん
！
」 

 

石
毛
「
（
野
次

へ
）
茶
化
す
な
！ 

俺
は
真
剣

に
し
ゃ

べ
っ
て
る
ん
だ
！
」 

聴
衆
「
キ
ュ
ー
ピ
ー
タ
ー
イ
ム
！
」 

石
毛
「…

全
て
を
失

い
、
い
わ
れ
な
き
差
別

と
偏
見

を
受
け
続

け
て…

街

を
歩
い
て
い
て
も…

（
や
ま
な

い
野
次
に
と
う
と
う

泣
き
出
す
）
」 

小
林
「
（
隣
の
光
太
郎

へ
）
呆
れ
た
ね
。
だ
ら
し
の
な

い
」 

光
太
郎
「

マ
マ
の
お
っ
ぱ
い
の

時
間
な
ん
で
し
ょ
う

（
と
笑
う
）
」 
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和
真
、
突
然
、
座
席

か
ら

立
ち
上
が
る
。 

 
 

和
真
、
壇
上
へ
と
歩
き
出

す
。 

結
衣
「
和
真
？
」 

 
 

和
真
、
壇
上
に
あ
が
る
。 

光
太
郎
「
（
気

づ
い
て
）…

？
」 

 

 
 

森
田
、
石
毛
の
震
え
る
手
か
ら
マ
イ
ク

を
取
る
。 

石
毛
「…

森
田
」 

 
 

和
真
、
聴
衆
を

見
る
。 

和
真
「
森
田
光
太
郎

の
息
子
で
す
。

石
毛
君

の
代
わ

り
に
話
を
さ
せ
て
く
だ
さ
い
」 

聴
衆
「
（
ざ
わ
つ
く
）
」 

和
真
「
僕

は
父
の
こ
と
が

嫌
い
で
し
た
。

昔
か
ら
父

が
恥
ず
か
し
く
て
た
ま
ら
な
か
っ
た
。
友
達

に
父
の

仕
事
を
聞

か
れ
る
の
が
怖
く
て
、
い
つ
も

教
室
の
隅

で
目
立
た
な
い
よ
う
に
し
て
き
ま
し
た
」 

光
太
郎
「…

」 

和
真
「
で
も
背
番
号
法
が
で
き
て
か
ら
変

わ
り
ま
し

た
。
父
は

人
気
者
と
な
り
、
そ
ん
な

父
を

僕
は
誇
ら

し
く
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」 

光
太
郎
「…

」 
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和
真
「
背

番
号
を
つ
け
て
か
ら
い
い
こ
と
が
た
く
さ

ん
起
き
ま
し
た
。
学
校
で
目
立
つ

存
在

に
な
れ
た
り
、

高
い
焼
き

肉
を
食
べ
た
り
も
し
ま
し
た
。
で
も
い
い

こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
父
は
他
人

を
見
下

す
よ
う
に
な
り
、
周

り
の
人
た
ち
は

背
番
号

で
し
か

僕
の
こ
と
を
見
て
く
れ
な
い
。
そ
ん
な
こ
と
に
疑
問

を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」 

結
衣
「…

」 

小
林
「
（
焦
る
）
と
め
た
ほ
う
が
」 

光
太
郎
「
待
っ
て
く
だ
さ
い
（
と
制
止
す
る
）
」 

和
真
「
そ
ん
な

時
、
昔
の
父
を

思
い
出
す
こ
と
が

多

く
な
り
ま
し
た
。
父

は
僕
に
優

し
か
っ
た
。

優
し
く

て
、
明
る
く
て
、
愛
情
を
持
っ
て
育
て
て
く
れ
た
。

そ
れ
な
の
に
僕
は
父

の
こ
と
が

大
嫌
い
だ
っ
た
。

理

由
は
一
つ

で
す
。
父

が
コ
ン
ビ
ニ
店
員
だ
っ
た
か
ら

で
す
」 

光
太
郎
「…

」 

和
真
「
そ
う
で
す
。

偏
見
を
持

っ
て
い
た
の
は
他
の

誰
で
も
な
い
自
分
自
身
で
し
た
。
僕
は
父

の
背
中
に

コ
ン
ビ
ニ

店
員
と
い
う
背
番
号

を
貼
り
付

け
て
、
父
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の
本
当
の

姿
を
見
よ
う
と
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
」 

光
太
郎
「…

」 

和
真
「"

た
っ
た

一
つ
の
ル
ー
ル

で
世
界
が

変
わ
る"

。

父
の
言
葉

に
今
の
自
分
は
こ
う

返
し
ま
す
。"

変
わ
り

や
す
い
世
界
の
中
で

変
わ
ら
な
い
も
の
を

僕
は
大
事

に
し
た
い"
」 

 
 

和
真
、
上
着
を

脱
ぐ
。 

 
 

和
真
、
上
着
か
ら
ゼ
ッ
ケ
ン
を
剥
が
す
。 

 
 

ゼ
ッ
ケ
ン
、
壇
上
に
落
ち
る
。 

和
真
「
こ
の
社
会
か
ら
一
つ
で
も
多
く
の

偏
見
を
な

く
す
た
め
に
こ

の
法
律
が
廃
止

さ
れ
る
こ
と
を
望
み

ま
す
」 

 
 

静
ま
り
返
っ
た

館
内
。 

 
 

や
が
て
静
か
に

拍
手
が
起

こ
る
。 

光
太
郎
「
（
和
真
を
見
つ
め
る
）
」 

 

○ 

森
田
家
・

リ
ビ
ン
グ
（
一
週
間
後
） 

 
 

さ
や
か
と

和
真
、
テ
レ
ビ

を
見
て
い
る
。 

 
 

テ
レ
ビ
か
ら
国
会
中
継
が

流
れ
て
い
る
。 

さ
や
か
「
も
う

結
果
出
る
？
」 
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和
真
「
た
ぶ
ん
」 

さ
や
か
「
（
そ
わ
そ
わ
と
）
あ
ー
ど
っ
ち
？ 

緊
張
し

て
き
た
。
も
う

一
回

お
手
洗
い
い
っ
と
こ
」 

 
 

さ
や
か
、

ト
イ
レ
へ
と
立

つ
。 

 
 

光
太
郎
、

や
っ
て
く
る
。 

光
太
郎
「

マ
マ
、
盛

り
上
が
っ
て
る
な
」 

和
真
「
一
番
関
係
な
い
の
に
」 

 
 

光
太
郎
、
和
真

の
隣
に
座

る
。 

光
太
郎
「…

こ
の
前

の
ス
ピ
ー
チ
よ
か
っ
た
よ
。
お

前
に
は
負

け
た
」 

和
真
「
（
照
れ
る
）
」 

光
太
郎
「

こ
う
な
っ
た
ら

可
決

で
も
否
決

で
も
恨
み

っ
こ
な
し
だ
（
と
笑

う
）
」 

和
真
「
（
笑
う
）
」 

光
太
郎
「
（
廊
下

へ
）
マ
マ
！ 

急
が
な
い
と

結
果
出

ち
ゃ
う
ぞ
！
」 

さ
や
か
の

声
「
え
ー
！ 

こ
っ
ち
も

出
そ
う
！
」 

 
 

二
人
、
顔

を
見
合
わ
せ
て

笑
う
。 

和
真
「
親
父
は
何
で

結
婚
し
た
の
？
」 

光
太
郎
「…

」 
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和
真
「
い
や
、
そ
う
い
う

意
味

じ
ゃ
な
く
て
。
何
で

母
を
選
ん
だ
の
か
な
っ
て
」 

光
太
郎
「
（
に
や
り
）
そ
り
ゃ
お

前…

」 

和
真
「
あ
（
と

テ
レ
ビ
を
見
る
）
」 

 
 

結
果

を
読
み
上

げ
る
議
長

の
姿
。 

議
長
の
声
「
投
票
総
数

2
3

9

。
白
色
票…

」 

 

○ 

森
田
家
・
和
真

の
部
屋
（
一
ヶ
月
後
・
朝
） 

 
 

和
真
、
制
服
に

着
替
え
て
い
る
。 

 
 

背
中

に
は
ゼ
ッ
ケ
ン

が
つ
い
て
い
な
い
。 

 
 

和
真
、
ス
マ
ホ

を
手
に
す
る
。 

 
 

結
衣

の
イ
ン
ス
タ
画
面
。 

 
 

石
毛

と
の
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト

写
真
で
溢

れ
か
え
っ

て
い
る
。 

和
真
「
（
少
し
寂
し
い
）
」 

 

○ 

コ
ン
ビ
ニ
・
店
内 

 
 

光
太
郎
、
品
出

し
を
し
て
い
る
。 

 
 

光
太
郎
、
手
を

休
め
、
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら

ス
マ
ホ

を
取
り
出

す
。 
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光
太
郎
の
イ
ン
ス
タ

画
面
。 

 
 

フ
ォ
ロ
ワ
ー
数

1
6

。 

 
 

最
新

の
投
稿
写
真
に
は
休
憩
室

で
百
円

お
に
ぎ

り
を
食
べ
る
光
太
郎

が
映
っ
て
い
る
。 

 
 

い
い
ね
数
は

0

。 

光
太
郎
「

お
」 

 
 

画
面

に
以
下
の

通
知
が
出

る
。 

 
 

"

和

真

さ

ん

が

あ

な

た

の

投

稿

に

い

い

ね

し

ま

し
た"

 

光
太
郎
「…

頑
張
る
か
（
と
微
笑
む
）
」 

 

○ 

森
田
家
・

リ
ビ
ン
グ 

 
 

和
真
、
食
卓
で
ふ
り
か
け
ご
飯
を
か
き

込
む
。 

 
 

和
真
、
食

べ
終

え
る
と
、

カ
バ
ン
を

持
っ
て
立

つ
。 

和
真
「
（
台
所

の
さ
や
か
へ
）
い
っ
て
き
ま
す
」 

さ
や
か
の

声
「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」 

 
 

テ
レ
ビ
か
ら
ニ
ュ
ー
ス
映
像
。 

 
 

テ
ロ
ッ
プ

で
「

新
背
番
号
法
」

の
文
字
。 

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
「
背
番
号
法
が
廃
止
さ
れ
て

一
ヶ
月
。
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そ
の
間
に

女
性
議
員

が
急
速
に

勢
力
を
増

し
た
こ
と

で"

特

別

情

報

開

示

に

関

す

る

法

律"

通

称"

新

背

番

号
法"

が
成
立
、
本
日
よ
り
施
行
さ
れ
ま
す
。
こ
の

法

律
は

1
5

歳
以
上
の

女
子
を
対
象
に
し
た
も
の
で
、

背
番
号
に
は
女
性
器

の…

」 

 

○ 

道 

 
 

和
真
、
歩

い
て
い
る
。 

 
 

女
た
ち
、

背
番
号
を
つ
け
て
い
る
。 

 
 

1
2

 

、1
8

、2
0

、3
2

 
…

数

字

は

ま
ち

ま
ち

だ
。

さ
や
か
の

声
「
和
真
！
」 

 
 

和
真
、
振

り
返

る
と
、
弁
当
箱

を
持

っ
た
さ
や

か
が
駆
け
て
く
る
。 

さ
や
か
「
ほ
い
。
忘

れ
物
」 

和
真
「
あ
り
が
と
」 

 
 

周
り
が
さ
や
か
を
見
て
ざ
わ
め
く
。 

和
真
「…

？
」 

さ
や
か
「
じ
ゃ
、
気

を
つ
け
て
ね
」 

 
 

さ
や
か
、
き
び
す
を

返
す
。 

 
 

和
真
、
さ
や
か
の
背
中
を

見
て
、 



- 75 - 

 

和
真
「
（
息
を
の
む
）
」 

 
 

映
し

出
さ
れ
る

ゼ
ッ
ケ
ン
。 

 
 

刻
ま
れ
た

背
番
号
は

2
1

0

。
桃
。 

（
お
わ
り
） 

   


	○　森田家・リビング（朝） 　　制服を着た森田和真（16）、やってくる。※以下映像には和真の背中が映らないようにする。 　　母親のさやか（40）が台所で料理している。　　 　　和真、食器棚から茶碗を出す。 さやか「（気づいて）おはよ」 　　和真、炊飯器からご飯をよそう。 　　さやか、和真の背中をじっと見つめる。 さやか「割とイケてんじゃん」 和真「…」 さやか「学ランだけじゃなく下のシャツにもちゃんとつけたでしょ」 和真「（めんどくさい）うん」 さやか「（怪しい）どれ。みせてみ」 和真「つけたって...
	和真「つけたっていってんだろ」
	○　道 　　和真、歩いている。 　　道行く人々。 　　男のみ上着やシャツの背中にゼッケンが貼られている。 　　ゼッケンには数字が刻まれている。人によって違うが10から15が多い。たまに8や9。フォントカラーは黒。  ○　電車内 　　和真、乗っている。 　　やはり男たちの上着やシャツにゼッケン。数字は10から15が多い。 　　女子高生が二人、こそこそ話している。 　　和真、二人に視線をやる。 　　二人、和真と目が合うと、くすくすと笑う。 和真「（気まずい）」  ○　高校・教室 　　和真、やってくる。...
	○　同・教室（休み時間） 　　黒板の日直欄に森田の名前。 　　和真、教壇で黒板を消している。 　　愛菜（16）と萌香（16）、教室の隅で男子たちを観察している。 愛菜「まったくおかしな法律ですねえ」 萌香「いやはや目のやりどころに困ります」 　　じゃれあう陽キャのイケメンたち。 　　背番号は9や10。全体的に数字が小さめ。 　　隅っこに固まる陰キャたち。 　　背番号は14や15。全体的に数字が大きめ。 愛菜「ほぅ。イケメンはサイズが小さいという説は正しいようですな」 萌香「そうですな」 愛菜「ネッ...
	○　テレビニュース（数日後）　 　　アナウンサー、原稿を読んでいる。 アナウンサー「背番号法の廃止を求めるデモが全国各地で起きています」
	○　ニュース映像 　　イケメン集団、デモ行進をしている。 　　参加者、全体的に数字が小さめ。 　　"背番号を廃止しろ""差別撤廃"といったプラカードを掲げている。
	○　ニュース映像2 　　イケメン1、インタビューを受けている。 イケメン1「（いきり立つ）人を見かけで判断するのはやめてほしいといいたい」
	○　ニュース映像3 　　国会議事堂が映し出される。 アナウンサーの声「デモが活発化する中、背番号法反対派の議員によって廃止法案が国会に提出され、近く審議される予定です」
	○　ニュース映像4 アナウンサーの声「一方、この法律で一躍脚光を浴びた森田光太郎容疑者ですが、今朝方保釈されました」 　　光太郎、警察署から出てくる。　 　　報道陣によるフラッシュの嵐。 アナウンサーの声「一部情報では小林豊議員によって森田容疑者への保釈金が支払われたとのことです」
	○　小林の写真 アナウンサーの声「森田容疑者とは背番号が同じ21であることから親睦を深めており、廃止法案の阻止に向けて何らかの思惑があるのではと見られております」
	○　森田家・リビング（夜） 　　和真、光太郎、さやか、食卓についている。 　　テーブルの上に豪華な寿司。 　　光太郎、スマホで寿司を撮る。 　　光太郎、インスタに写真を投稿。 　　光太郎のインスタ画面、フォロワー数50万。 光太郎「（ボヤく）大分減ったな」 さやか「パパわさびとって」 光太郎「それでも50万フォロワーだがな」 さやか「わさび」 光太郎「（チューブのわさびを渡す）」 さやか「そんなにいるんだ、パパのファン」 光太郎「当然だ。俺はアルカポネだ。なあ和真？」　　 　　和真、ひとり浮かない...
	○　同・和真の部屋 　　和真、机でぼんやりしている。
	○　（回想）和真の部屋 　　13歳の和真、机で塞ぎ込んでいる。 　　アウトドアの格好をした光太郎がドアの前に立っている。 和真「（叫ぶ）親がバイトなんて恥ずかしくて外歩けねんだよ！」 　　光太郎、和真のそばへ寄り、 光太郎「和真、それが何だ。バイトの人間なんかそこら中にいるぞ（と笑う）」 和真「…」 光太郎「さ、ママも支度が済んだようだからお前も早く（と和真の腕をとる）」 和真「（振り払う）離せよ！」 光太郎「和真…」　　 和真「マジで死ねよ！　バイトのクセに子供作ってんじゃねえよ！」 光太郎「…」
	○　（戻って）和真の部屋 和真「…」
	○　国会議事堂前（数日後） 　　小林豊、取材陣に囲まれている。 　　周囲にプラカードを掲げた集団。 声「背番号法を今すぐ廃止しろ！」 声「差別主義者は日本から出ていけ！」 　　などと飛び交う。 小林「（見渡して）私を目の敵ですな」 記者1「背番号法廃止法案の審議を終え、採決が間近に迫っています。今のお気持ちを」 小林「お宅らマスコミはこの騒ぎを煽り立てているようだが、法律の効果はしっかりと表れている。今一度その有効性を」 記者2「（遮って）多くの差別や偏見が実際に生まれています」 記者3「それでも...
	○　高級焼き肉店・中（夜） 　　テーブル席に和真と光太郎。 　　光太郎、紙を広げて鉛筆を走らせている。 和真「さっきから何してんだよ」 光太郎「んー…小林先生にスピーチを頼まれてな…ここはユーモアを挟んでおくか（と鉛筆を走らせる）」 和真「スピーチ？」 光太郎「（顔をあげる）近くシンポジウムがあるのはお前も知ってるだろう。そのスピーチ原稿を書いてるんだ（と誇らしげ）」 和真「親父が？」 光太郎「和真、お前も彼女を連れて俺の勇姿を見に来い」 和真「…」 光太郎「そうだ。今肉を焼いてやるからな（とトン...
	○　道（翌日・放課後） 　　和真、歩いている。 　　赤信号で立ち止まる。 　　正面にコンビニが見える。 　　コンビニ前に父親らしき男と幼い少年。 　　男、少年を肩車する。 和真「（二人を見つめて）…」
	○　（回想）風呂場 　　7才の和真、光太郎の背中をタオルで洗っている。 和真「パパ、今日もお仕事ご苦労さまでした」 光太郎「あーいい心地だ。もっと強く」 和真「（こする）」 光太郎「（爽快）」
	○　（回想）和真の部屋 　　机の上に破かれた作文。 　　タイトルに"大好きなぼくのパパ"と書かれている。 　　和真、布団に潜り込んでいる。 　　光太郎、やってくる。 光太郎「どうした？」 和真「（返事しない）」 光太郎「なんだ。スネてるのか？」 和真「（返事しない）」 光太郎「和真、パパを見ろ」 和真「（見る）」 　　光太郎、上着のポケットを漁る。 　　ポケットから100円おにぎりがどっさり。 光太郎「どうだ。パパのポッケはドラえもんの四次元ポケットだぞ」 和真「…」 光太郎「パパが全部食べちゃう...
	○　（回想）道 　　13歳の和真、友達と歩いている。 　　近くのコンビニから、コンビニの制服を着た光太郎、出てくる。 　　和真、思わず電信柱に身を隠す。 　　光太郎、ゴミ箱からゴミを回収する。 　　チンピラ1、大声で電話しながら店から出てくる。 チンピラ1「兄貴！　今から向かいます！」 　　ゴミ袋を持った光太郎、入り口でチンピラ1とぶつかる。 　　ゴミ袋がチンピラ1の足にあたる。 チンピラ1「おい！　あたっただろうが！」 光太郎「申し訳ありません！」 チンピラ1「くそがっ！」 　　チンピラ1、ゴミ...
	○　（戻って）道 　　信号が青に変わる。 　　和真、我に返る。 　　コンビニ前、父親と少年の姿は消えている。
	○　文化ホール・外（数日後） 　　"背番号法に関するシンポジウム"の看板。
	○　同・中 　　満員の館内。　 　　聴衆の背番号は様々で、背番号賛成派と反対派とが入り乱れている。 　　和真と結衣、入り口からやってくる。 　　二人、席に座る。 結衣「楽しみだね」 和真「…」 　　壇上には両サイドに椅子が並べられている。 　　二つの陣営に分かれており、一方は小林を筆頭に大きめの背番号の男たち。 　　もう一方には小さめの背番号の男たち。石毛の姿もある。 　　小林、マイクを持って立ち上がる。 小林「（聴衆へ）本日はお集まり頂きましてありがとうございます。早速始めさせて頂きます」 　　...
	○　森田家・リビング（一週間後） 　　さやかと和真、テレビを見ている。 　　テレビから国会中継が流れている。 さやか「もう結果出る？」 和真「たぶん」 さやか「（そわそわと）あーどっち？　緊張してきた。もう一回お手洗いいっとこ」 　　さやか、トイレへと立つ。 　　光太郎、やってくる。 光太郎「ママ、盛り上がってるな」 和真「一番関係ないのに」 　　光太郎、和真の隣に座る。 光太郎「…この前のスピーチよかったよ。お前には負けた」 和真「（照れる）」 光太郎「こうなったら可決でも否決でも恨みっこなしだ...
	○　森田家・和真の部屋（一ヶ月後・朝） 　　和真、制服に着替えている。 　　背中にはゼッケンがついていない。 　　和真、スマホを手にする。 　　結衣のインスタ画面。 　　石毛とのツーショット写真で溢れかえっている。 和真「（少し寂しい）」
	○　コンビニ・店内 　　光太郎、品出しをしている。 　　光太郎、手を休め、ポケットからスマホを取り出す。 　　光太郎のインスタ画面。 　　フォロワー数16。 　　最新の投稿写真には休憩室で百円おにぎりを食べる光太郎が映っている。 　　いいね数は0。 光太郎「お」 　　画面に以下の通知が出る。 　　"和真さんがあなたの投稿にいいねしました" 光太郎「…頑張るか（と微笑む）」
	○　森田家・リビング 　　和真、食卓でふりかけご飯をかき込む。 　　和真、食べ終えると、カバンを持って立つ。 和真「（台所のさやかへ）いってきます」 さやかの声「いってらっしゃい」 　　テレビからニュース映像。 　　テロップで「新背番号法」の文字。 アナウンサー「背番号法が廃止されて一ヶ月。その間に女性議員が急速に勢力を増したことで"特別情報開示に関する法律"通称"新背番号法"が成立、本日より施行されます。この法律は15歳以上の女子を対象にしたもので、背番号には女性器の…」
	○　道 　　和真、歩いている。 　　女たち、背番号をつけている。 　　12 、18、20、32 …数字はまちまちだ。さやかの声「和真！」 　　和真、振り返ると、弁当箱を持ったさやかが駆けてくる。 さやか「ほい。忘れ物」 和真「ありがと」 　　周りがさやかを見てざわめく。 和真「…？」 さやか「じゃ、気をつけてね」 　　さやか、きびすを返す。 　　和真、さやかの背中を見て、 和真「（息をのむ）」 　　映し出されるゼッケン。 　　刻まれた背番号は210。桃。

